
実施計画進⾏状況報告書あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり第２章

1.保健・医療体制の充実
2.地域福祉の推進
3.子育て支援の推進
4.高齢者福祉の推進
5.障がい者(児）福祉の推進
6.社会保障の充実
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48基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
１．保健・医療体制の充実 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

これまでの成果と
今後の課題

個別計画 健康増進計画

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

―

『母子保健事業のうち栄養指導以外』
妊婦健診､乳幼児健診等

『母子保健事業のうち栄養指導以外』
妊婦健診､乳幼児健診等

『母子保健事業のうち栄養指導以外』
妊婦健診､乳幼児健診等

26,817

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

⺟子保健事業（⺟子健
診・相談事業）

妊娠期からの各種健診・相談・訪問等の実施
思春期などの健康学習の実施

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

『母子保健事業のうち栄養指導以外』
妊婦健診､乳幼児健診等､網走市こども発達
支援センター運営事業負担金

進⾏状況

210101 3年間の事業費

予算の妥当性

維持

ローリ
ング前

8,967 8,961 8,889

8,609 8,603

5,789 7,909

前年度決算
母子保健法に基づく健康相談健診等
総合計 1,701件
不妊治療費助成　6組11件

決算額

本年度予算
『母子保健事業のうち栄養指導以外』
妊婦健診､乳幼児健診等

事業費

☆☆☆

継続
今後の方向性

これまでの効果

☆☆

事業費 事業費 事業費
『母子保健事業のうち栄養指導以外』
妊婦健診､乳幼児健診等､網走市こども発達
支援センター運営事業負担金

『母子保健事業のうち栄養指導以外』
妊婦健診､乳幼児健診等､網走市こども発達
支援センター運営事業負担金

事業費 事業費 事業費 8,591
健康介護グループ 8,967 8,961 8,889

― ―

施策事業Ｎｏ ①-１
⺟子の健康保持及び健
康増進を図り安心して
妊娠、出産、育児がで
きるよう適切な助⾔指
導を⾏なってきた。今
後は産後１ヶ月健診を
確実に実施できる体制
支援が必要と考える。
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基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
１．保健・医療体制の充実 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

拡充

☆☆
予算の妥当性

維持

個別計画 健康増進計画

個別計画
健康増進計画 特定健
康診査等実施計画

個別計画

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

15,604 事業費 13,728事業費

事業費 1,501 事業費

事  業  名

事  業  名

10,404 事業費 9,701 事業費 9,717

事業費 13,792

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ②-１ 各種がん検診、脳ドック、PET-CT検査の実
施

『健康増進事業のうちエキノコックス以外』
各種がん検診　脳ドック
『健診クーポン券実施』

☆☆☆

健康増進事業（健診関
連事業）

健康手帳の交付、健康教育、健康相談、訪問指導、
⻭周疾患検診、骨粗鬆症検診、肝炎ウイルス検診、
がん検診、脳ドック等の実施

健康増進法に基づき左
記事業を実施。今後も
継続して実施する。

今後の方向性

決算額 13,343 事業費 13,515 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

『健康増進事業のうちエキノコックス以外』
各種がん検診　脳ドック
『健診クーポン券実施』

『健康増進事業のうちエキノコックス以外』
各種がん検診　脳ドック
『健診クーポン券実施』

『健康増進事業のうちエキノコックス以外』
各種がん検診　脳ドック
『健診クーポン券実施』笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― ― ―

ローリ
ング前

『健康増進事業のうちエキノコックス以外』
各種がん検診　脳ドック
『健診クーポン券実施』

『健康増進事業のうちエキノコックス以外』
各種がん検診　脳ドック
『健診クーポン券実施』健康介護グループ 15,604 13,728 13,792

210201 3年間の事業費 43,124 10441 事業費 13,659 事業費 13,533

『健康増進事業のうちエキノコックス以外』
各種がん検診　脳ドック
『健診クーポン券実施』

事業費 13,597

施策事業Ｎｏ ②-２ 後期高齢者健診対象者1,263名のうち132
名受診（受診率10.45％）

75歳以上健診 ☆☆☆

後期高齢者健診事業
後期高齢者の健康診査の実施 後期高齢者健診の実施

により後期高齢者の健
康保持に寄与。今後も
継続して実施し、受診
率の向上を今後の課題
とする。

今後の方向性

決算額 942 事業費 1,111 継続

ローリ
ング前

75歳以上健診 75歳以上健診

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

75歳以上健診 75歳以上健診 75歳以上健診

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― ― ― 事業費 1,501

健康介護グループ 1,501 1,501 1,501
210202 3年間の事業費 4,503 10443 事業費 1,459 事業費 1,459

75歳以上健診

事業費 1,459

1,501

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ②-３ 特定健診対象者1,909名のうち783名受診
（受診率41.0％）

『国保特定健診事業のうち栄養指導以外』
集団個別健診実施【事務補助雇用1名】

☆☆☆

国⺠健康保険特定健康
診査等事業

国⺠健康保険加⼊者に対する健康診査及び健康相談
の実施

特定健診の実施により
健康保持に寄与。今後
も継続して実施し、受
診率の向上を今後の課
題とする。

今後の方向性

決算額 6,354 事業費 9,196 継続

会計名称 国保会計
ローリ
ング後

『国保特定健診事業のうち栄養指導以外』
集団個別健診実施【事務補助雇用1名】

『国保特定健診事業のうち栄養指導以外』
集団個別健診実施【事務補助雇用1名】

『国保特定健診事業のうち栄養指導以外』
集団個別健診実施【事務補助雇用1名】

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― ― ― 事業費

ローリ
ング前

『国保特定健診事業のうち栄養指導以外』
集団個別健診実施【事務補助雇用1名】

『国保特定健診事業のうち栄養指導以外』
集団個別健診実施【事務補助雇用1名】

⼾籍保険グループ 10,404 9,701 9,717
210203 3年間の事業費 29,822 20603 事業費 10,036 事業費 9,701

『国保特定健診事業のうち栄養指導以外』
集団個別健診実施【事務補助雇用1名】

事業費 9,717
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50基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
１．保健・医療体制の充実 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

個別計画 健康増進計画

個別計画
健康増進計画 特定健
康診査等計画

会計名称 国保会計 『国保会計特定健診事業のうち栄養指導関
係』　特定健診集団健康相談

事業費 484 事業費 事業費 484

ローリ
ング前

『国保会計特定健診事業のうち栄養指導関
係』　特定健診集団健康相談

『国保会計特定健診事業のうち栄養指導関
係』　特定健診集団健康相談

『国保会計特定健診事業のうち栄養指導関
係』　特定健診集団健康相談

事業費 484 事業費 484 事業費 484

484

ローリ
ング後

『国保会計特定健診事業のうち栄養指導関
係』　特定健診集団健康相談

『国保会計特定健診事業のうち栄養指導関
係』　特定健診集団健康相談

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― ― ―

健康介護グループ 484 484 484
20603210302 3年間の事業費 1,452

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― ― ―

特定健康診査等事業
（栄養指導事業）

生活習慣病予防のための健康相談における栄養指導
の実施

『国保会計特定健診事業のうち栄養指導関
係』　特定健診集団健康相談

『国保会計特定健診事業のうち栄養指導関
係』　特定健診集団健康相談

☆☆☆施策事業Ｎｏ ③-２
生活習慣病予防のため
の健康相談における適
切な栄養相談を⾏なっ
てきた。今後も継続し
て実施する。

445決算額 415

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ 『母子保健事業のうち栄養指導のもの』
乳幼児健診・離乳食教室
離乳食調理実習

『母子保健事業のうち栄養指導のもの』
乳幼児健診・離乳食教室
離乳食調理実習

☆☆☆
⺟子の健康保持及び健
康増進を図り安心して
妊娠、出産、育児がで
きるよう適切な栄養相
談及び離乳⾷教室を⾏
なってきた。今後も継
続して実施する。

今後の方向性

決算額 180 事業費 259 継続

ローリ
ング後

『母子保健事業のうち栄養指導のもの』
乳幼児健診・離乳食教室
離乳食調理実習

『母子保健事業のうち栄養指導のもの』
乳幼児健診・離乳食教室
離乳食調理実習

『母子保健事業のうち栄養指導のもの』
乳幼児健診・離乳食教室
離乳食調理実習

事業費 338 事業費 338 事業費 338

ローリ
ング前

『母子保健事業のうち栄養指導のもの』
乳幼児健診・離乳食教室
離乳食調理実習

『母子保健事業のうち栄養指導のもの』
乳幼児健診・離乳食教室
離乳食調理実習

『母子保健事業のうち栄養指導のもの』
乳幼児健診・離乳食教室
離乳食調理実習健康介護グループ 338 338 338

10406 事業費 338 事業費

③-１

210301 3年間の事業費 1,014

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

⺟子保健事業（栄養指
導事業）

乳幼児に対する栄養相談及び離乳⾷教室の実施

会計名称 一般会計

今後の方向性

継続 維持

338 事業費 338

事業費



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
１．保健・医療体制の充実 （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
１．保健・医療体制の充実 （施策⑤）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

健康介護グループ 120 120

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ

個別計画

120

大空町回復クラブへの補助 ☆☆☆
精神障害者自身による
自助及び互助活動によ
り社会性の回復と単身
生活の支えにおいて成
果を挙げている。今後
も継続して実施。

今後の方向性

決算額 120 事業費 120 継続

ローリ
ング後

大空町回復クラブへの補助 大空町回復クラブへの補助 大空町回復クラブへの補助

事業費 120 事業費 120 事業費 120

ローリ
ング前

大空町回復クラブへの補助 大空町回復クラブへの補助 大空町回復クラブへの補助

10404 事業費 120 事業費

☆☆
予算の妥当性

維持

120 事業費 120

47 事業費 87 継続

ローリ
ング後

『保健衛生負担金のうち精神関係のみ』
連携機関数　２
道精神協会　網走精神保健協会

210401 3年間の事業費 141

今後の方向性

会計名称

個別計画
― ―

前年度決算

―

人づくりＰＬ

『保健衛生負担金のうち精神関係のみ』
連携機関数　２
道精神協会　網走精神保健協会

『保健衛生負担金のうち精神関係のみ』
連携機関数　２
道精神協会　網走精神保健協会

☆☆
予算の妥当性

維持

健康介護グループ 47 47 47

事業費 47 事業費 47

10403 事業費 47 事業費 47 事業費 47

一般会計
笑顔
ＰＪ

関係機関との連携によ
り精神保険事業を円滑
に実施する。今後も継
続して実施。

施策事業Ｎｏ ④-１

保健衛生諸負担⾦（精
神保健事業）

精神保健事業が円滑に実施されるよう関係機関との
連絡調整及び事業運営の負担

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『保健衛生負担金のうち精神関係のみ』
連携機関数　２
道精神協会　網走精神保健協会

『保健衛生負担金のうち精神関係のみ』
連携機関数　２
道精神協会　網走精神保健協会

☆☆☆

決算額

⼤空町回復クラブ活動
事業補助⾦

自助及び相互活動による社会性の回復支援と訪問・
相談事業の実施

本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
大空町回復クラブへの補助

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題施策事業Ｎｏ

暮らしづくりＰＬ

― ― ―

⑤-１

210501 3年間の事業費 360

会計名称 一般会計

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

事業費 47

ローリ
ング前

『保健衛生負担金のうち精神関係のみ』
連携機関数　２
道精神協会　網走精神保健協会

『保健衛生負担金のうち精神関係のみ』
連携機関数　２
道精神協会　網走精神保健協会

『保健衛生負担金のうち精神関係のみ』
連携機関数　２
道精神協会　網走精神保健協会
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52基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
１．保健・医療体制の充実 （施策⑥）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

個別計画 健康増進計画

326
10405 事業費 326 事業費 326 事業費 326

⻭の健康づくりのためのフッ素塗布の実施及び⻭科
衛生指導

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
フッ素塗布249名 乳児歯科健診

歯科医師・歯科衛生士報酬
フッ素塗布実施

☆☆☆
⻭の健康づくりのため
フッ素塗布の実施及び
⻭科衛生指導を⾏なっ
てきた。今後も継続し
て実施。

今後の方向性

決算額 314 事業費 362 継続

ローリ
ング後

乳児歯科健診
歯科医師・歯科衛生士報酬
フッ素塗布実施

乳児歯科健診
歯科医師・歯科衛生士報酬
フッ素塗布実施

乳児歯科健診
歯科医師・歯科衛生士報酬
フッ素塗布実施

326

事業費 326 事業費 326 事業費 326

326

☆☆
予算の妥当性

維持

ローリ
ング前

施策事業Ｎｏ ⑥-１

保健対策推進事業

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

会計名称
人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

一般会計
笑顔
ＰＪ ― ― ―

健康介護グループ

210601 3年間の事業費 978

乳児歯科健診
歯科医師・歯科衛生士報酬
フッ素塗布実施

乳児歯科健診
歯科医師・歯科衛生士報酬
フッ素塗布実施

乳児歯科健診
歯科医師・歯科衛生士報酬
フッ素塗布実施



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
１．保健・医療体制の充実 （施策⑦）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

195 195
210702 3年間の事業費 2,335

エキノコックス症検査
を実施。今後も継続し
て実施する。

今後の方向性

決算額 118 事業費 197 継続

ローリ
ング後

『健康増進事業のうちエキノコックス検査の
み』エキノ検査の実施（小３・中２･一般）

『健康増進事業のうちエキノコックス検査の
み』エキノ検査の実施（小３・中２･一般）

『健康増進事業のうちエキノコックス検査の
み』エキノ検査の実施（小３・中２･一般）

事業費 1,945 事業費 195 事業費 195
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― ― ―

健康介護グループ 1,945

健康増進事業（エキノ
コックス感染予防事業）

エキノコックス検査の実施（対象：⼩学３年生、中
学２年生、一般）

会計名称 一般会計

エキノコックス症検査
小3：63名のうち31名実施（49.2％）
中2：78名のうち17名実施（21.8％）

『健康増進事業のうちエキノコックス検査の
み』エキノ検査の実施（小３・中２･一般）

☆☆☆

ローリ
ング前

『健康増進事業のうちエキノコックス検査の
み』エキノ検査の実施（小３・中２･一般）

『健康増進事業のうちエキノコックス検査の
み』エキノ検査の実施（小３・中２･一般）

『健康増進事業のうちエキノコックス検査の
み』エキノ検査の実施（小３・中２･一般）

10441 事業費 1,945 事業費 195 事業費 195

個別計画

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題施策事業Ｎｏ ⑦-２

210701 3年間の事業費 65,283

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

施策事業Ｎｏ ⑦-１

各種疾病予防対策事業
麻しん、風しん、ＢＣＧ等予防接種法による定期予
防接種及び季節性ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種等任意接種の実
施

予防接種法に基づく各種予防接種実施
2,193件
任意接種　557件

各種定期予防接種・任意予防接種の実施
【日本脳炎実施】
【Ｂ型肝炎追加】Ｈ28.10.1から開始

☆☆☆
感染症疾患等の発症、
重篤化及び蔓延を防止
するため、予防接種法
に基づく各種予防接種
及び任意の予防接種を
実施する。今後も継続
して実施。

今後の方向性

決算額 13,916 事業費 17,185 継続

ローリ
ング後

各種定期予防接種・任意予防接種の実施
【日本脳炎実施】
【Ｂ型肝炎追加】Ｈ28.10.1から開始

各種定期予防接種・任意予防接種の実施
【日本脳炎実施】
【Ｂ型肝炎追加】Ｈ28.10.1から開始

各種定期予防接種・任意予防接種の実施
【日本脳炎実施】
【Ｂ型肝炎追加】Ｈ28.10.1から開始

各種定期予防接種・任意予防接種の実施
【日本脳炎実施】
【Ｂ型肝炎追加】Ｈ28.10.1から開始

各種定期予防接種・任意予防接種の実施
【日本脳炎実施】
【Ｂ型肝炎追加】Ｈ28.10.1から開始

10412 事業費 22,381

― ― ―
個別計画

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事業費 22,381 事業費 21,551 事業費 21,351

ローリ
ング前

各種定期予防接種・任意予防接種の実施
【日本脳炎実施】
【Ｂ型肝炎追加】Ｈ28.10.1から開始

事業費 21,551 事業費 21,351

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

健康介護グループ 22,381 21,551 21,351

☆☆
予算の妥当性

維持

会計名称 一般会計

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

53



54基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
１．保健・医療体制の充実 （施策⑧）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 住⺠福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

個別計画 医療計画

個別計画 医療計画

個別計画 医療計画

施策事業Ｎｏ ⑧-１

4,823

旧国保診療所から診療
体制を⾒直し、平成22
年度から指定管理に変
更、東藻琴診療所とし
て運営している。⽼朽
化した医療機器の更新
が課題である。

決算額 25,057

ローリ
ング後

10403

今後の方向性

事業費 32,483 継続

指定管理委託
※【LED照明交換　1,980、患者送迎車ハイ
エース 3,688】

指定管理委託 指定管理委託
【X線一般投影機一式　8,800】

事業費 1,508 事業費 1,521 事業費 1,521

維持

― ― 〇

福祉グループ 21,560 21,426 29,426

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

29,426

東藻琴地区の医療拠点施設の運営管理

一般会計

事業費 21,560

ローリ
ング前

指定管理委託
※【LED照明交換　1,980、患者送迎車ハイ
エース 3,688】

指定管理委託 指定管理委託
【X線一般投影機一式　8,800】

予算の妥当性

維持

210803 3年間の事業費 72,412 10448 事業費 23,728 事業費 21,426 事業費 30,226

会計名称

事業費 21,426 事業費

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

東藻琴診療所管理運営
費

施策事業Ｎｏ ⑧-３ ☆☆☆

210802 3年間の事業費 4,550

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― ― ―

健康介護グループ 1,508

町⺠の健康及び生命保
持のため医療関係機関
と連携し、休日等の医
療体制の充実を図る。
今後も継続して実施。

今後の方向性

決算額 1,672 事業費 1,628 継続

ローリ
ング後

『保健衛生負担金のうち精神保健関連事業
と乳幼児療育関係以外』
負担金等

『保健衛生負担金のうち精神保健関連事業
と乳幼児療育関係以外』
負担金等

『保健衛生負担金のうち精神保健関連事業
と乳幼児療育関係以外』
負担金等

事業費 1,508 事業費 1,521 事業費 1,521

ローリ
ング前

『保健衛生負担金のうち精神保健関連事業
と乳幼児療育関係以外』
負担金等

『保健衛生負担金のうち精神保健関連事業
と乳幼児療育関係以外』
負担金等

『保健衛生負担金のうち精神保健関連事業
と乳幼児療育関係以外』
負担金等

保健衛生諸負担⾦（医
療関連事業）

医療関係機関との連携
（在宅当番医制運営事業負担⾦・道航空医療ネット
ワーク研究会負担⾦）

会計名称 一般会計

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題施策事業Ｎｏ ⑧-２

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
在宅当番医制運営事業負担金　702千円 『保健衛生負担金のうち精神保健関連事業

と乳幼児療育関係以外』
負担金等

☆☆☆

前年度決算 本年度予算

210801 3年間の事業費 19,593

― ― ―

健康介護グループ 9,793 4,977 4,823

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

会計名称 一般会計
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

保健衛生一般事務費
（医療関連事業）

町⺠の健康保持・増進を図るための関係機関との連
絡調整

4,977 事業費 4,823

進⾏状況 これまでの効果
網走地区救急当番負担金　2,720千円
健康ダイヤル24利用件数307件

保健衛生に関連する一般事務費
網走地区救急当番負担金

☆☆☆
町⺠の健康及び生命保
持のため救急時の医療
体制の充実を図る。今
後も継続して実施。

今後の方向性

1,521 1,521

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
指定管理委託
【超音波画像診断装置9,133】

指定管理委託
【超高解像型電子内視鏡ｼｽﾃﾑ14,753、除
雪機944】

☆☆☆

ローリ
ング前

保健衛生に関連する一般事務費
網走地区救急当番負担金
【病院長宅取壊し工事】

保健衛生に関連する一般事務費
網走地区救急当番負担金

保健衛生に関連する一般事務費
網走地区救急当番負担金

10401 事業費 9,783 事業費 4,977 事業費

4,760 事業費 4,895 継続

保健衛生に関連する一般事務費
網走地区救急当番負担金
【病院長宅取壊し工事】

事業費 9,793 事業費

保健衛生に関連する一般事務費
網走地区救急当番負担金

保健衛生に関連する一般事務費
網走地区救急当番負担金

☆☆
予算の妥当性

維持

決算額

ローリ
ング後

☆☆
予算の妥当性



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
１．保健・医療体制の充実 （施策⑧）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

個別計画 医療計画
事業費 100,000

☆☆

事業費 100,000 事業費 100,000

救急医療対策・医療機器等・　医師看護師・
療養病床に対する助成

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

1,650事業費 1,650 事業費 1,650 事業費

個別計画

医療・介護に必要な人
材確保のための支援を
⾏い、医療従事者等の
不⾜解消と定着を図る
ことができた。今後も
継続して実施。

今後の方向性

決算額 1,234 事業費 1,950 継続

ローリ
ング後

医療・介護従事者就業支援
介護人材確保助成

医療・介護従事者就業支援
介護人材確保助成

医療・介護従事者就業支援
介護人材確保助成

施策事業Ｎｏ ⑧-５

―

健康介護グループ 1,955 2,255 2,405

笑顔
ＰＪ

210805 3年間の事業費 6,615

― ―

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

― ― 〇

健康介護グループ 100,000

医療計画

事業費 100,000

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
医療・介護従事者就業支援：就業支援5
名、住宅準備3名
介護人材確保助成：0名

医療・介護従事者就業支援
介護人材確保助成

☆☆☆

事業費 1,955 事業費 2,255 事業費 2,405

ローリ
ング前

医療・介護従事者就業支援
介護人材確保助成

医療・介護従事者就業支援
介護人材確保助成

医療・介護従事者就業支援
介護人材確保助成

110415

医療・介護従事者就業
支援補助⾦

医療・介護に必要な人材の確保のための住宅準備、
継続就業、介護職員資格取得に対する支援

会計名称 一般会計

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

⼥満別中央病院環境等
充実事業

基幹病院の整備、医師・看護師の確保等に必要な経費
に対し、町が予算の範囲内で補助⾦を交付することに
より、医療環境の充実を図り、もって町⺠の保健、医
療及び介護福祉の向上を図る。

会計名称 一般会計

医療環境充実補助　　　　救急医療対策
20,000千円､医療機器等20,000千円医師
看護師35,000千円､療養病床25,000千円

救急医療対策・医療機器等・　医師看護師・
療養病床に対する助成

☆☆☆

ローリ
ング前

救急医療対策・医療機器等・　医師看護師・
療養病床に対する助成

救急医療対策・医療機器等・　医師看護師・
療養病床に対する助成

救急医療対策・医療機器等・　医師看護師・
療養病床に対する助成

110413 事業費 100,000 事業費 100,000

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題施策事業Ｎｏ ⑧-４

100,000 100,000
210804 3年間の事業費 300,000

町基幹病院である⼥満
別中央病院に対し、補
助⾦を交付することに
より医療環境の充実が
図られている。町⺠の
保険、医療及び介護福
祉の向上を図るため今
後も継続して実施。

今後の方向性

決算額 100,000 事業費 100,000 継続

ローリ
ング後

救急医療対策・医療機器等・　医師看護師・
療養病床に対する助成

救急医療対策・医療機器等・　医師看護師・
療養病床に対する助成

前年度決算
☆☆

予算の妥当性

維持

予算の妥当性

維持

本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
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56基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
１．保健・医療体制の充実 （施策⑨）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

個別計画

笑顔
ＰＪ

献血の普及啓発と献血者確保 献血の必要性や重要性
を認識してもらうた
め、さらなる広報活動
が必要である。

人づくりＰＬ

献血広報啓発
　
(事業費は主に職員給与費となる)

前年度決算 本年度予算

決算額 事業費 継続

会計名称 一般会計
賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事  業  名

210901 3年間の事業費 10401 事業費

これまでの成果と
今後の課題

ローリ
ング前

献血広報啓発
　
(事業費は主に職員給与費となる)

献血広報啓発
　
(事業費は主に職員給与費となる)健康介護グループ

献血に係る広報啓発

（事業費は主に職員給与費となる）

⑨-１

― ― ― 事業費 事業費 事業費

保健衛生一般事務費
（献血広報事業）

ローリ
ング後

献血に係る広報啓発

（事業費は主に職員給与費となる）

献血に係る広報啓発

（事業費は主に職員給与費となる）

☆☆☆
事 業 概 要（３年間の概要）

施策事業Ｎｏ
進⾏状況 これまでの効果

今後の方向性

献血に係る広報啓発

（事業費は主に職員給与費となる）

献血に係る広報啓発

（事業費は主に職員給与費となる）

事業費 事業費



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
２．地域福祉の推進 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 29 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

事業費 628 事業費 913
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

戦没者追悼平和祈念祭・殉公者慰霊祭

10307 事業費 412 事業費 413 事業費

福祉グループ 628 913 414
220102 3年間の事業費 1,955

決算額 395 事業費 458 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

戦没者追悼平和祈念祭・殉公者慰霊祭
英霊墓地立木伐採・剪定業務　500

戦没者追悼平和祈念祭・殉公者慰霊祭
英霊墓地立木伐採・剪定業務　500

遺族援護・殉公者・戦
没者慰霊事業

戦没者追悼平和祈念祭（⼥満別地区）・殉公者慰霊
祭（東藻琴地区）の開催

毎年度、⼥満別・東藻
琴の両地区でそれぞれ
祭事を開催している。
少ない例であるが参列
遺族の世代交代もみら
れる。継続する必要が
ある。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ①-２ 戦没者追悼平和祈念祭・殉公者慰霊祭 戦没者追悼平和祈念祭・殉公者慰霊祭 ☆☆☆

ローリ
ング前

戦没者追悼平和祈念祭・殉公者慰霊祭 戦没者追悼平和祈念祭・殉公者慰霊祭 戦没者追悼平和祈念祭・殉公者慰霊祭

414

事業費 414
個別計画

― ― ―

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10384 事業費 200 事業費 200 事業費

福祉グループ 200 200 200
220101 3年間の事業費 600

ローリ
ング前

被災者に対する災害見舞金 被災者に対する災害見舞金 被災者に対する災害見舞金

200

200 事業費 200

☆☆

個別計画
― ― ― 事業費 200 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

被災者に対する災害見舞金 被災者に対する災害見舞金

決算額 事業費 200災害⾒舞⾦
災害の被害にあった住宅の世帯に対する⾒舞⾦の⽀
給

平成２８年度は災害の
被害がなかった。
災害の被害があれば⾒
舞⾦を⽀給する必要が
あり、継続する。会計名称 一般会計

ローリ
ング後

被災者に対する災害見舞金

今後の方向性

継続
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ①-１ 被災者に対する災害見舞金 被災者に対する災害見舞金

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算
☆☆☆

これまでの効果

☆☆
進⾏状況
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58基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
２．地域福祉の推進 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
２．地域福祉の推進 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆

10306 事業費 3,497 事業費 3,721 事業費

福祉グループ 3,497 3,721 3,480
220301 3年間の事業費 10,698

ローリ
ング前

民生員・児童委員３０名
道内研修（2年目）

民生員・児童委員３０名
道外研修（3年目）
※一斉改選

民生員・児童委員３０名

3,480

3,721 事業費 3,480
個別計画

― ― ― 事業費 3,497 事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

民生員・児童委員３０名
道外研修（3年目）
※一斉改選

民生員・児童委員３０名

決算額 3,556 事業費 3,551 継続⺠⽣委員活動推進事業
⺠⽣委員法第３条に基づき組織されている⺠⽣委員児
童委員協議会の住⺠福祉増進活動等に対して助成を⾏
うとともに、⺠⽣委員法第８条に基づいて必要に応じ
⺠⽣委員推薦会を開催する。

平成２８年度は３年に
一度の一⻫改選であっ
た。
⺠⽣委員児童委員は担
い⼿不⾜が深刻な課題
であり、活動⽀援を継
続する必要がある。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

民生員・児童委員３０名
道内研修（2年目）

予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ③-１ 民生員・児童委員３０名
道外研修（3年目）
※一斉改選

民生員・児童委員３０名 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

10301 事業費 949 事業費 877 事業費

福祉グループ 2,691 2,619 2,566
220201 3年間の事業費 7,876

ローリ
ング前

『社会福祉事務費のうち災害支援以外』
公用車維持管理・生活あんしんガイドブック
印刷

『社会福祉事務費のうち災害支援以外』
公用車維持管理・生活あんしんガイドブック
印刷

824

2,619 事業費 2,566
個別計画

― ― ― 事業費 2,691 事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『社会福祉事務費のうち災害支援以外』
公用車維持管理・生活あんしんガイドブック
印刷・臨時職員１名

『社会福祉事務費のうち災害支援以外』
公用車維持管理・生活あんしんガイドブック
印刷・臨時職員１名

決算額 717 事業費 1,932 継続
社会福祉事務費（福祉
サービス関連事業）

公⽤⾞の維持管理・役場窓⼝での各種⼿続き制度内
容の情報を冊子にまとめた⽣活あんしんガイドブッ
クの印刷製本

窓⼝での⼿続きや、社
会福祉関係事業の周知
を図っている。
制度改正もあり、複雑
化する制度をわかりや
すく周知するため今後
も改編に努めていく。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

『社会福祉事務費のうち災害支援以外』
公用車維持管理・生活あんしんガイドブック
印刷・臨時職員１名

『社会福祉事務費のうち災害支援以外』
公用車維持管理・生活あんしんガイドブック
印刷

施策事業Ｎｏ ②-１ 『社会福祉事務費のうち災害支援以外』
公用車維持管理・生活あんしんガイドブック
印刷

『社会福祉事務費のうち災害支援以外』
公用車維持管理・生活あんしんガイドブック
印刷・臨時職員１名

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
２．地域福祉の推進 （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 住⺠福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費 54 事業費 54
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

大空町赤十字奉仕団への補助
各種奉仕活動、研修、災害訓練　等

10316 事業費 54 事業費 54 事業費

福祉グループ 54 54 54
220402 3年間の事業費 162

決算額 54 事業費 54 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

大空町赤十字奉仕団への補助
各種奉仕活動、研修、災害訓練　等

大空町赤十字奉仕団への補助
各種奉仕活動、研修、災害訓練　等

⽇⾚奉仕団補助⾦
⾚⼗字の博愛人道の精神に基づき、活動を⾏う⾚⼗
字奉仕団への補助

⾚⼗字活動に資する研
修、訓練を実施してい
る。
引き続き⽇⾚奉仕団へ
の補助が必要である。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ④-２ 大空町赤十字奉仕団への補助

各種奉仕活動、研修、災害訓練　等
大空町赤十字奉仕団への補助
各種奉仕活動、研修、災害訓練　等

☆☆☆

ローリ
ング前

大空町赤十字奉仕団への補助
各種奉仕活動、研修、災害訓練　等

大空町赤十字奉仕団への補助
各種奉仕活動、研修、災害訓練　等

大空町赤十字奉仕団への補助
各種奉仕活動、研修、災害訓練　等

54

事業費 54
個別計画

― ― ―

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10302 事業費 24,113 事業費 24,113 事業費

福祉グループ 32,847 32,847 32,847
220401 3年間の事業費 98,541

ローリ
ング前

社会福祉協議会補助金
事務局経費21,024　　福祉団体育成1,697
福祉時事業推進1,392

社会福祉協議会補助金
事務局経費21,024　　福祉団体育成1,697
福祉時事業推進1,392

社会福祉協議会補助金
事務局経費21,024　　福祉団体育成1,697
福祉時事業推進1,392

24,113

32,847 事業費 32,847

☆☆

個別計画
〇 ― ― 事業費 32,847 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

社会福祉協議会補助金
事務局経費29,715　　福祉団体育成1,447
福祉事業推進1,685

社会福祉協議会補助金
事務局経費29,715　　福祉団体育成1,447
福祉事業推進1,685

決算額 21,810 事業費 32,847 継続社会福祉協議会補助⾦
社会福祉の増進に資する社会福祉協議会の活動⽀援 平成２８年度末、⾼齢

者就労センターが解散
し、平成２９年度から
社会福祉協議会に組織
統合された。
福祉事業・ボランティ
ア等の中核的機関であ
る社会福祉協議会への
補助を継続する。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

社会福祉協議会補助金
事務局経費29,715　　福祉団体育成1,447
福祉事業推進1,685

予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ④-１ 社会福祉協議会補助金
事務局経費18,721　　福祉団体育成1,185
福祉事業推進1,904

社会福祉協議会補助金
事務局経費29,715　　福祉団体育成1,447
福祉事業推進1,685

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

☆☆

予算の妥当性

維持
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60基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
２．地域福祉の推進 （施策⑤）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10301 事業費 33 事業費 33 事業費

福祉グループ 200
220501 3年間の事業費 200

ローリ
ング前

『社会福祉事務費のうち災害要支援関係』
災害時要援護者マッピングソフト

『社会福祉事務費のうち災害要支援関係』
災害時要援護者マッピングソフト
※更新

233

事業費 200
個別計画

― ― 〇 事業費 事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『社会福祉事務費のうち災害要支援関係』
災害時要援護者マッピングソフト
※運用

『社会福祉事務費のうち災害要支援関係』
災害時要援護者マッピングソフト
※更新

決算額 事業費 継続
社会福祉事務費（災害時
要配慮者関連事業）

災害時における避難⾏動要⽀援者となる対象者の情
報管理及び⽀援体制の構築

平成２８年度以降、シ
ステムの運⽤を⾏って
おり、地図データは５
年に１度の定期更新が
必要である。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

『社会福祉事務費のうち災害要支援関係』
災害時要援護者マッピングソフト
※運用

『社会福祉事務費のうち災害要支援関係』
災害時要援護者マッピングソフト

予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ⑤-１ 『社会福祉事務費のうち災害要支援関係』
災害時要援護者マッピングソフト
※運用

『社会福祉事務費のうち災害要支援関係』
災害時要援護者マッピングソフト
※運用

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

☆☆



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
２．地域福祉の推進 （施策⑥）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 住⺠福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

7,500
事業費 7,500 事業費 7,800

7,800
220603 3年間の事業費 22,500 110358 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

外出支援タクシー借上料　2,970
【地域福祉基金繰入2,970】
福祉タクシー借上料　3,912

外出支援タクシー借上料　3,270
【地域福祉基金繰入3,270】
福祉タクシー借上料　3,912

外出支援タクシー借上料　3,570
【地域福祉基金繰入3,570】
福祉タクシー借上料　3,912笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 6,802 事業費 8,301 継続⾼齢者等移動⽀援事業
⾃ら⾃家⽤⾞等の運転ができず、⾃由に移動することが
できない⾼齢者等の移動⼿段確保のため、タクシーを利
⽤した場合の初乗運賃⼜は超過料⾦を町が負担する福祉
タクシー券及び外出⽀援タクシー券の交付し、運賃負担
の軽減を図る。

外出⽀援タクシー借上
げについては、平成２
８年度に本格運⽤を開
始し、平成２９年度は
利⽤率が上昇してい
る。引き続き地域間の
移動及び⽣活に必要な
外出活動を促進するた
め継続する。

今後の方向性

7,200 事業費 7,500 事業費 7,800
外出支援タクシー借上料　2,970
【地域福祉基金繰入3,170】
福祉タクシー借上料　3,912

外出支援タクシー借上料　3,270
【地域福祉基金繰入3,370】
福祉タクシー借上料　3,912

外出支援タクシー借上料　3,570
【地域福祉基金繰入3,570】
福祉タクシー借上料　3,912

7,200

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

福祉医療グループ 7,200

事業費 3,152 事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ⑥-３ 外出支援タクシー借上料　2,418
【地域福祉基金繰入2,418】
福祉タクシー借上料　3,979

外出支援タクシー借上料　3,069
【地域福祉基金繰入3,069】
福祉タクシー借上料　4,837

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10437 事業費 3,152 事業費 事業費

福祉グループ 3,152
220602 3年間の事業費 3,152

☆☆
予算の妥当性

決算額 3,078 事業費 3,187 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

患者輸送バス運行委託
東藻琴各地区週２回運行

患者輸送⾞運⾏事業
東藻琴地区の各集落（無医地区）から東藻琴診療所
（医療機関）まで患者輸送バスによる送迎の実施

⾼齢者や障害者等交通
弱者の健康増進を図る
ため各地区週２回の運
⾏を⾏っている。現在
のバスは平成12年に導
⼊し。⽼朽化している
ことから更新の必要が
ある。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ⑥-２ 患者輸送バス運行委託

東藻琴各地区週２回運行
患者輸送バス運行委託
東藻琴各地区週２回運行

☆☆☆

ローリ
ング前

患者輸送バス運行委託
東藻琴各地区週２回運行

事業費
個別計画

― ― ―

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10325 事業費 8,617 事業費 8,689 事業費

福祉グループ 8,617 8,689 8,762
220601 3年間の事業費 26,068

ローリ
ング前

福祉バス１台
日程重複・利用者多時バス借上げ

福祉バス１台
日程重複・利用者多時バス借上げ

福祉バス１台
日程重複・利用者多時バス借上げ

8,762

8,689 事業費 8,762

☆☆

個別計画
― ― ― 事業費 8,617 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

福祉バス１台
日程重複・利用者多時バス借上げ

福祉バス１台
日程重複・利用者多時バス借上げ

決算額 8,401 事業費 8,623 継続福祉バス運⾏事業
福祉バスの運⾏による町内の⾼齢者等が⾏う事業・
活動等に対する交通⽀援

福祉バス利⽤団体の⻑
距離利⽤が目⽴つよう
になっている。
委託先における安全運
⾏管理の徹底と、利⽤
団体にも理解を求めつ
つ、福祉活動の交通⽀
援を継続する。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

福祉バス１台
日程重複・利用者多時バス借上げ

予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ⑥-１ 福祉バス１台
利用日数186日　人数4,971人
日程重複・利用者多時バス借上げ

福祉バス１台
日程重複・利用者多時バス借上げ

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

☆☆

予算の妥当性

維持

維持
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62基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
２．地域福祉の推進 （施策⑥）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円事業費 26 事業費 26220604 3年間の事業費 78 10385 事業費

福祉有償運送等運営協議会
委員５名

福祉有償運送等運営協議会
委員５名

福祉有償運送等運営協議会
委員５名

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

福祉有償運送等運営協議会
委員５名

福祉有償運送等運営協議会
委員５名

福祉有償運送等運営協議会
委員５名

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 19 事業費 26 継続
福祉有償運送等運営協
議会委員報酬

福祉有償運送等の必要性並びにこれを⾏う場合にお
ける安全の確保及び旅客の利便性の確保に係る方策
を協議するために福祉有償運送等運営協議会を設置
する。

平成２８年度は、町内
登録事業者（４事業
所）の定期更新のため
の協議を開催した。
随時変更事項が⽣じた
ときは協議会を開催す
る必要があるため、継
続する。

今後の方向性

26

26 事業費 26 事業費 26

26

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

福祉グループ 26 26

施策事業Ｎｏ ⑥-４ 福祉有償運送等運営協議会
委員５名

福祉有償運送等運営協議会
委員５名

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

☆☆
予算の妥当性

維持



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
２．地域福祉の推進 （施策⑦）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
２．地域福祉の推進 （施策⑧）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円事業費 事業費 事業費

福祉グループ
220801 3年間の事業費

ローリ
ング前

事業費
個別計画 地域福祉計画

― ― ― 事業費 事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

保護対策、虐待防止普及啓発

（事業費は主に職員給与費となる）

保護対策、虐待防止普及啓発

（事業費は主に職員給与費となる）

決算額 事業費 継続社会福祉事務費
要保護児童対策協議会の運営及び障害者虐待防止に
向けた普及啓発

平成２８年度１回、平
成２９年度もケース検
討会議を開催するな
ど、児童虐待への対応
は継続する必要があ
る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

保護対策、虐待防止普及啓発

（事業費は主に職員給与費となる）

(事業費は主に職員給与費となる) (事業費は主に職員給与費となる) (事業費は主に職員給与費となる)

予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ⑧-１ 保護対策、虐待防止普及啓発

（事業費は主に職員給与費となる）

保護対策、虐待防止普及啓発

（事業費は主に職員給与費となる）

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

☆☆

10332 事業費 1,787 事業費 1,787 事業費

福祉グループ 1,787 1,787 1,787
220701 3年間の事業費 5,361

ローリ
ング前

除雪サービス委託料　1,187
除雪サービス助成　600

除雪サービス委託料　1,187
除雪サービス助成　600

1,787

1,787 事業費 1,787
個別計画

― ― ― 事業費 1,787 事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

除雪サービス委託料　1,087
除雪サービス助成　700

除雪サービス委託料　1,087
除雪サービス助成　700

決算額 1,235 事業費 1,739 継続軽度⽣活援助事業
低所得者の⾼齢者が住み慣れた家庭や地域で安心し
て暮らすことのできるよう、除雪サービスを実施
し、住⺠福祉の向上を図る。

年度によって、降雪量
の変動がある。
⾼齢者の⽣命・健康に
もかかわる事業であ
り、継続する必要があ
る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

除雪サービス委託料　1,087
除雪サービス助成　700

除雪サービス委託料　1,187
除雪サービス助成　600

予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ⑦-１ 除雪サービス委託料
申込111世帯。実施986件　591千円
除雪サービス助成65件　644千円

除雪サービス委託料　1,039
除雪サービス助成　700

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

☆☆
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64基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
２．地域福祉の推進 （施策⑨）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10305 事業費 115 事業費 115 事業費

福祉グループ 115 115 115
220901 3年間の事業費 345

ローリ
ング前

115

115 事業費 115
個別計画

― ― ― 事業費 115 事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

保護司会等各種協議会・団体の活動・運営
支援負担金

保護司会等各種協議会・団体の活動・運営
支援負担金

決算額 110 事業費 115 継続社会福祉諸負担⾦
保護司会や人権擁護委員協議会など管内各種協議会
等の活動及び運営⽀援のため負担をし、連携強化を
図る。

保護司会等団体は、⾃
主的活動に努められて
おり、活動財源が限ら
れる中で運営への⽀援
が必要とされている。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

保護司会等各種協議会・団体の活動・運営
支援負担金

保護司会等各種協議会・団体の活動・運営
支援負担金

保護司会等各種協議会・団体の活動・運営
支援負担金

保護司会等各種協議会・団体の活動・運営
支援負担金

予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ⑨-１ 保護司会等各種協議会・団体の活動・運営
支援負担金

保護司会等各種協議会・団体の活動・運営
支援負担金

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

☆☆



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
３．子育て支援の推進 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

審査支払委託料　934
子ども医療費扶助　23,199

事業費

26,000 25,000
事業費 25,150 事業費 24,289

24,000
230103 3年間の事業費 75,000 46213

笑顔
ＰＪ

賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

26,000 事業費 25,000 事業費 24,000

26,129

個別計画
― ― ―

ローリ
ング前

⼾籍保険グループ

事業費

審査支払委託料　1,006
子ども医療費扶助　24,946

審査支払委託料　973
子ども医療費扶助　24,007

継続子ども医療費助成事業
中学⽣までの子どもに対し医療に要する経費を助成
することにより、子どもの疾病の早期診断と早期治
療を促進し、保健の向上と福祉の増進を図る。

H26.8月から中学⽣に
まで対象を拡大し、子
どもの心身の健康を保
てるよう経済的に支援
した。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

審査支払委託料　1,006
子ども医療費扶助　24,946

審査支払委託料　973
子ども医療費扶助　24,007

審査支払委託料　934
子ども医療費扶助　23,199

人づくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-３ 審査支払委託975、子ども医療費扶助
25,346　8平均受給者数　就学前292人
小学生332人　中学生152人

審査支払委託料　1,024
子ども医療費扶助　25,313

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 24,597 事業費 25,949

10375 事業費 30 事業費 30 事業費

福祉グループ 30 30 30
230102 3年間の事業費 90

ローリ
ング前

30

事業費 30事業費 30 事業費 30

特別児童扶養手当一般事務費

決算額 21 事業費 30 継続

特別児童扶養手当一般事務費 特別児童扶養手当一般事務費 特別児童扶養手当一般事務費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

特別児童扶養手当一般事務費 特別児童扶養手当一般事務費

特別児童扶養手当認定
請求事務費

 特別児童扶養手当の認定が円滑にされるための事
務経費。手当は、20歳未満の障害児を養育するも
のに支給される。

北海道が支給する事業
の事務を適正に⾏って
いる。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-２ 特別児童扶養手当一般事務費 特別児童扶養手当一般事務費 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10373 事業費 1,383 事業費 2,140 事業費

☆☆

福祉グループ 1,383 2,140 142
230101 3年間の事業費 3,665

ローリ
ング前

142

2,140 事業費 142
子ども子育て会議開催3回
ニーズ調査票作成業務委託1,124

子ども子育て会議開催3回
計画策定業務委託1,927

子ども子育て会議開催2回

子ども・子育て支援事
業

子ども・子育て関連3法の施⾏に伴い、子ども・子
育て支援事業計画に基づき支援を⾏う。

平成２６年度に子ども
子育て支援事業計画を
策定し、以後、進捗状
況を確認するため会議
を開催している。
平成２９年度は東藻琴
児童クラブの整備や認
定こども園構想の審議
を⾏っている。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

子ども子育て会議開催3回
ニーズ調査票作成業務委託1,124

個別計画
子ども・子育て支援事
業計画

― ― ― 事業費 1,383 事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

子ども子育て会議開催3回
計画策定業務委託1,927

子ども子育て会議開催2回

子ども子育て会議開催4回
東藻琴児童クラブ設計・認定こども園構想協
議

☆☆☆
これまでの効果

決算額 27 事業費 282 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-１ 子ども子育て会議開催1回

65



66基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
３．子育て支援の推進 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

事業費 3,000 事業費 3,000

10259 事業費 2,500 事業費 2,500 事業費

⼾籍保険グループ 3,000 3,000 3,000
230106 3年間の事業費 9,000

現金30,000円
商品券20,000円

ローリ
ング前

現金30,000円
商品券20,000円

現金30,000円
商品券20,000円

現金30,000円
商品券20,000円

2,500

事業費 3,000

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

現金30,000円
商品券20,000円

現金30,000円
商品券20,000円

出産祝い⾦支給事業
大空町の未来を担う子どもの誕⽣を奨励、祝福する
ため、出産祝⾦を支給し、子どもの健全な育成と発
育に資することを目的として支給する。

子育て世帯の経済的負
担を軽減することがで
きた。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ①-６ 現金30,000円
商品券20,000円
33件支給

現金30,000円
商品券20,000円

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

110356 事業費 115,261 事業費 114,795 事業費230105 3年間の事業費 344,150

ローリ
ング前

114,094

114,795 事業費 114,094
人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

児童手当扶助費　114,740 児童手当扶助費　114,040

― 事業費 115,261

⼾籍保険グループ 115,261 114,795 114,094

児童手当扶助費　115,205 児童手当扶助費　114,740 児童手当扶助費　114,040

決算額 108,356 事業費 111,049 継続児童手当扶助費
次代の社会を担う子供一人ひとりの育ちを社会全体
で応援し、子育ての経済的負担を軽減して、安心し
て出産・子どもが育てられる社会をつくるため、児
童手当を支給する。中学校卒業まで支給。

0歳から中学校卒業まで
の子育て世帯の経済的
負担を軽減することが
できた。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

児童手当扶助費　115,205

個別計画
― ― 事業費

笑顔
ＰＪ

― ― ― 事業費

ローリ
ング前

施策事業Ｎｏ ①-５ 児童手当扶助費　116,295
支給延人数9,982人

児童手当扶助費　116,050 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

⼾籍保険グループ 1,194 1,194
事業費 1,194 事業費 1,194

1,194
230104 3年間の事業費 3,582 10391 事業費

移送費　50
養育医療費扶助　1,143

移送費　50
養育医療費扶助　1,143

移送費　50
養育医療費扶助　1,143

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

移送費　50
養育医療費扶助　1,143

移送費　50
養育医療費扶助　1,143

移送費　50
養育医療費扶助　1,143

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

1,194 事業費 1,194 事業費 1,194

1,194

個別計画

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 244 事業費 1,431 継続養育医療給付事業
正常な新⽣児に⽐べ疾病にかかりやすく死亡率の⾼
い重症未熟児に対し養育に必要な医療費の一部を助
成することにより⺟子保健の向上と福祉増進を図
る。

現在対象者となった者
はいないが、重症未熟
児が⽣まれた際には、
医療費の一部を助成す
ることで、経済的に支
援することができる。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ①-４ 移送費　50

養育医療費扶助　1,068
移送費　50
養育医療費扶助　1,068

☆☆☆

決算額 1,650 事業費 3,000 継続



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
３．子育て支援の推進 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 31
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 ⽣涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 32
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 ⽣涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 ⽣涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

2,207 2,207
事業費 2,207 事業費 1,500

1,500
230203 3年間の事業費 5,914 10392 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

広域入所委託料 広域入所委託料 広域入所委託料

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

2,207 事業費 2,207 事業費 1,500
広域入所委託料 広域入所委託料 広域入所委託料

2,207

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ

決算額 1,177 事業費 2,205 改善広域入所事業
多様な保育ニーズに対応するため、保育等の提供体
制を確保することを目的とし、他市町村の保育所へ
の入所委託や幼稚園の広域利⽤における給付を⾏
う。

多様な保育ニーズに対
応するため当面は継続
が必要。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ②-３ 広域入所委託料

2人（美幌、網走）
広域入所委託料 ☆☆

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10387 事業費 15,046 事業費 15,380 事業費

学校教育グループ 15,046 15,414 15,419
230202 3年間の事業費 45,879

ローリ
ング前

嘱託保育士賃金　11,393
【嘱託5】

15,385

事業費 15,419事業費 15,046 事業費 15,414

嘱託保育士賃金　11,551
【嘱託5】

決算額 9,670 事業費 18,788 改善

嘱託保育士賃金　11,393
【嘱託5】

嘱託保育士賃金　11,393
【嘱託5】

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

嘱託保育士賃金　11,393
【嘱託5】

嘱託保育士賃金　11,551
【嘱託5】

東藻琴保育園管理運営
事業

家庭内において保育を必要とする児童を入所させ、
心身の健全な発達を図る。

認定こども園整備へ向
けての施設・運営面で
の課題整理が必要。

今後の方向性

個別計画
― ― 〇

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ②-２ 嘱託保育士賃金　4,990
【嘱託2】

嘱託保育士賃金　12,877
【嘱託4】

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10378 事業費 29,703 事業費 29,977 事業費

☆☆

学校教育グループ 29,703 29,977
230201 3年間の事業費 59,680

ローリ
ング前

保育委託料　29,464 保育委託料　29,737
⇒認定こども園

29,977 事業費

豊住保育園管理運営事
業

家庭内において保育を必要とする児童を入所させ、
心身の健全な発達を図る。

認定こども園整備へ向
けての施設・運営面で
の課題整理が必要。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

保育委託料　29,464

個別計画
― ― 〇 事業費 29,703 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

保育委託料　29,737 →認定こども園へ

保育委託料　27,481
【外装補修工事854】

☆☆
これまでの効果

決算額 29,547 事業費 28,762 改善 維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-１ 保育委託料　28,951
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68基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
３．子育て支援の推進 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 ⽣涯学習課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

360

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

学校教育グループ 360 360
事業費 360 事業費 360

360
230204 3年間の事業費 1,080 10380 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

託児通所助成金 託児通所助成金 託児通所助成金

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

360 事業費 360 事業費 360
託児通所助成金 託児通所助成金 託児通所助成金

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 事業費 360 改善託児通所助成事業
３歳未満児の保育要望に応えるため、私的に保育を
実施しているものに通所している場合に、その利⽤
料の一部を助成する。

平成25年度から利⽤実
績がないため、今後の
方向性について検討が
必要である

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ②-４ 託児通所助成金 託児通所助成金 ☆☆



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
３．子育て支援の推進 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 29 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 住⺠福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

167,000
事業費 事業費230303 3年間の事業費 167,000 事業費

工事監理委託料5,368､備品2,000
建築確認申請手数料63
工事請負費132,880

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

工事監理委託料5,368､備品2,000
建築確認申請手数料63
工事請負費132,880笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

167,000 事業費 事業費

140,311

個別計画
子ども・子育て支援事
業計画

― ― ― 事業費

ローリ
ング前

福祉グループ

決算額 事業費 7,000 継続
東藻琴児童センター整
備事業

東藻琴小学校体育館建設に併せて、児童センターを
併設する。

これまで放課後児童ク
ラブを東藻琴⽣涯学習
センターで実施してき
たが、児童がのびのび
利⽤できる専⽤施設を
整備するため、実施設
計を⾏っている。
平成３０年度には建設
着工を計画している。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ③-３ 実施設計委託料　7,000 ☆☆☆

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

維持

10383 事業費 174 事業費 103 事業費

福祉グループ 431 103 103
230302 3年間の事業費 637

ローリ
ング前

管理児童遊園地数　３か所
遊具の点検・修繕

管理児童遊園地数　３か所
遊具の点検・修繕

管理児童遊園地数　３か所
遊具の点検・修繕

103

事業費 103事業費 431 事業費 103

管理児童遊園地数　３か所
遊具の点検・修繕

決算額 202 事業費 360 継続

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

管理児童遊園地数　３か所
遊具の点検・修繕
遊具更新（南・雲梯）257

管理児童遊園地数　３か所
遊具の点検・修繕

児童遊園地管理費
健全な遊び場を提供し、その施設の利⽤を通して、
児童及び⽣徒の健康増進と豊かな情操形成に寄与す
ること、並びに交通事故防止を図る。

児童遊園地３カ所の遊
具を維持管理してい
る。
継続的な修繕等措置が
必要である。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ③-２ 管理児童遊園地数　３か所（栄町・錦町・
南）
遊具の点検・修繕

管理児童遊園地数　３か所
遊具の点検・修繕
錦町児童遊園地立木の剪定190

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10390 事業費 34,668 事業費 35,946 事業費

福祉グループ 34,668 35,946 36,265
230301 3年間の事業費 106,879

ローリ
ング前

36,265

35,946 事業費 36,265
児童センター委託料　7,540
児童クラブ委託料　16,019
子育て支援センター委託料  6,596

児童センター委託料　7,610
児童クラブ委託料　16,166
子育て支援センター委託料  6,657

児童センター委託料　7,680
児童クラブ委託料　16,0315
子育て支援センター委託料  6,718

児童センター・児童ク
ラブ管理運営事業

児童センター、放課後児童クラブ、子育て支援セン
ターの管理運営費

児童センター、児童ク
ラブ、子育て支援セン
ターを中心に、子ど
も、子育て世帯への支
援事業を展開してい
る。
平成３０年度は東藻琴
児童クラブを整備し、
子育て環境の充実を図
る。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

児童センター委託7,540　児童クラブ委託
16,019　子育て支援センター委託6,596
児童センターフェンス補修工事962

個別計画
子ども・子育て支援事
業計画

― ― 〇 事業費 34,668 事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

児童センター委託料　7,610
児童クラブ委託料　16,166
子育て支援センター委託料  6,657

児童センター委託料　7,680
児童クラブ委託料　16,0315
子育て支援センター委託料  6,718

児童センター委託料　7,556
児童クラブ委託料　16,035
子育て支援センター委託料  6,593

☆☆☆
これまでの効果

決算額 33,503 事業費 33,450 継続

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ③-１ 児童センター委託料　7,528
児童クラブ委託料　16,006
子育て支援センター委託料  6,588
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70基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
３．子育て支援の推進 （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10368 事業費 3,568 事業費 3,571 事業費

⼾籍保険グループ 3,568 3,571 3,574
230401 3年間の事業費 10,713

ローリ
ング前

3,574

3,571 事業費 3,574
医療費扶助　3,138,000 医療費扶助　3,138,000 医療費扶助　3,138,000

ひとり親家庭等医療費
助成事業

ひとり親家庭等の者に対し医療に要する経費の一部
を助成することにより、保健の向上と福祉の増進を
図る。

ひとり親家庭等の者に
対し、医療費の経費の
一部を助成すること
で、保険の向上と福祉
の増進が図られた。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

医療費扶助　3,138,000

個別計画
― ― ― 事業費 3,568 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

医療費扶助　3,138,000 医療費扶助　3,138,000

医療費扶助　3,138,000 ☆☆☆
これまでの効果

決算額 2,993 事業費 3,483 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ④-１ 医療費扶助　2,530,000
平均受給者205名



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
4．高齢者福祉の推進 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

676
事業費 676 事業費 676

676
240103 3年間の事業費 2,028 50703 事業費

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

脳刺激訓練教室報償費 脳刺激訓練教室報償費 脳刺激訓練教室報償費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 531 事業費 668 継続認知症予防事業
認知症を早期に発⾒し、進⾏の予防と改善を図るこ
とで、家族等の介護負担を軽減すると共に住⺠が認
知症に対する理解を深め、地域ぐるみで予防活動が
できるようにする。

町内７カ所の認知症予防教室
において、脳機能評価、健脚
度測定による⼼⾝の状況把
握、軽作業・軽運動による予
防活動を実施している。実施
地区の拡大や、教室の自主運
営には、リーダーの育成が課
題である。今後も認知症予防
活動に対する理解が深まるよ
う、普及啓発活動を継続す
る。

今後の方向性

676 事業費 676 事業費 676
脳刺激訓練教室報償費 脳刺激訓練教室報償費 脳刺激訓練教室報償費

676

個別計画 介護保険事業計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

健康介護グループ 676

事業費 650 事業費 663
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

機能訓練指導業務委託料

施策事業Ｎｏ ①-３ 脳刺激訓練教室報償費 脳刺激訓練教室報償費 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

50702 事業費 650 事業費 663 事業費

健康介護グループ 650 663 663
240102 3年間の事業費 1,976

決算額 650 事業費 650 継続

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

機能訓練指導業務委託料 機能訓練指導業務委託料

地域リハビリテーショ
ン活動支援事業

⾝体機能が低下している人に対し、理学療法⼠と保健師
が訪問し、機能評価及び環境評価を実施し、機能訓練や
環境整備、福祉⽤具等について助⾔指導を⾏う。認知症
予防教室と連携し、運動機能向上に有効な運動の指導を
⾏う。

個別訪問により、⾝体・口腔
機能評価に基づく運動指導な
どの助⾔を受けられる機会を
確保できた。より多くの方が
指導助⾔を受けられるよう認
知症予防教室などへの集団指
導を⾏った。⽇常⽣活動作に
対する評価を受け、軽運動に
より機能回復・維持に効果が
期待できるため継続する。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ①-２ 機能訓練指導業務委託料 機能訓練指導業務委託料 ☆☆☆

ローリ
ング前

機能訓練指導業務委託料 機能訓練指導業務委託料 機能訓練指導業務委託料

663

事業費 663
個別計画 介護保険事業計画

― ― ―

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

50217 事業費 612 事業費 612 事業費

健康介護グループ

240101 3年間の事業費

ローリ
ング前

612

事業費

☆☆

個別計画 介護保険事業計画
― ― ― 事業費 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 事業費 ―介護予防通所事業
要介護認定において「自⽴」と認定された高齢者で、家
で閉じこもりがちな方に対し⽇常動作訓練や⽣きがい活
動等の各種サービスを提供し、⽣きがいのある⽣活を営
むことににより、要介護状態への進⾏を予防する。

介護予防・⽣活支援
サービス事業費へ移⾏

今後の方向性

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

介護予防通所事業委託料　600
※【女満別直営　東藻琴委託】

介護予防通所事業委託料　612
※【女満別直営　東藻琴委託】

介護予防通所事業委託料　612
※【女満別直営　東藻琴委託】

予算の妥当性

―

施策事業Ｎｏ ①-１ ☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

☆☆
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72基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
4．高齢者福祉の推進 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

240105 3年間の事業費 60,352

ローリ
ング前

介護サービス給付費 介護サービス給付費 介護サービス給付費

20,398

20,117 事業費 20,398

事業費

個別計画
― ― ― 事業費 19,837 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

介護サービス給付費 介護サービス給付費

決算額 事業費 12,592 継続
介護予防・⽣活支援
サービス事業

介護予防事業の⼀部を地域支援事業へ移⾏し、予防
と⽇常⽣活支援のサービスを⼀体的に提供する。

介護予防と⽇常⽣活支
援のサービスを⼀体的
に提供する。

今後の方向性

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

介護サービス給付費

健康介護グループ 19,837 20,117 20,398
事業費 19,837 事業費 20,117

279

施策事業Ｎｏ ①-５ 介護サービス給付費 ☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 279 事業費 279240104 3年間の事業費 835 50704 事業費

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

介護予防講演会報償費 介護予防講演会報償費 介護予防講演会報償費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 108 事業費 119 継続介護予防普及啓発事業
地域において自主的な介護予防に向けた取り組みを
実施する地域社会の構築を目的として、介護予防に
関する知識の普及・啓発を⾏う。

認知症予防、運動・口
腔機能の改善など、介
護予防に関する専門家
を講師として講演会を
実施した。町⺠の関⼼
が高い講演テーマとす
ることで、より多くの
方が参加できるよう工
夫して開催している。

今後の方向性

279

277 事業費 279 事業費 279
介護予防講演会報償費 介護予防講演会報償費 介護予防講演会報償費

277

個別計画 介護保険事業計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

健康介護グループ 277

施策事業Ｎｏ ①-４ 介護予防講演会報償費 介護予防講演会報償費 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
4．高齢者福祉の推進 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

5,024
事業費 5,024 事業費 5,045

5,045
240203 3年間の事業費 15,076 50103 事業費

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

嘱託訪問調査員報酬　1,978
主治医意見書手数料　2,055
認定調査委託料　614

嘱託訪問調査員報酬　1,978
主治医意見書手数料　2,055
認定調査委託料　622

嘱託訪問調査員報酬　1,978
主治医意見書手数料　2,075
認定調査委託料　630笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 4,380 事業費 5,593 継続認定調査等費
⼀次及び二次に係る介護認定審査事業 介護サービスが必要と

なった方からの要介護認
定申請を受け付け、認定
調査員による聞き取り調
査を実施し、主治医意⾒
書を取り寄せる事務を
⾏った。適正かつ迅速な
認定事務ができるよう、
引き続き認定調査等を実
施する。

今後の方向性

5,007 事業費 5,024 事業費 5,045
嘱託訪問調査員報酬　1,978
主治医意見書手数料　2,055
認定調査委託料　614

嘱託訪問調査員報酬　1,978
主治医意見書手数料　2,055
認定調査委託料　622

嘱託訪問調査員報酬　1,978
主治医意見書手数料　2,075
認定調査委託料　630

5,007

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

健康介護グループ 5,007

1,785
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

認定審査会負担金　1,785

施策事業Ｎｏ ②-３ 嘱託訪問調査員賃金　1,901
主治医意見書手数料　1,814
認定調査委託料　280

嘱託訪問調査員報酬　1,978
主治医意見書手数料　2,045
認定調査委託料　606

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

50104 事業費 1,785 事業費 1,785 事業費

健康介護グループ 1,785 1,785 1,785
240202 3年間の事業費 5,355

認定審査会負担金　1,785 認定審査会負担金　1,785 認定審査会負担金　1,785

決算額 1,526 事業費 1,712 継続

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

認定審査会負担金　1,785 認定審査会負担金　1,785

介護認定審査会費
審査会は美幌町・津別町・大空町で共同設置し、医
療・保健・福祉に関する専門家で構成され、認定調
査の結果と主治医の意⾒書をもとに、介護の必要度
を審査・判定をします。

介護サービスに関する
ニーズが増加する中、
要介護認定審査会で
は、迅速かつ適正に審
査を⾏っている。
審査会委員となる医師
や介護の専門職を、安
定的に確保するために
は、引き続き共同設置
する必要がある。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ②-２ 認定審査会負担金　1,526千円 認定審査会負担金　1,712千円 ☆☆☆

ローリ
ング前

1,785

事業費 1,785
個別計画

― ― ― 事業費 1,785 事業費

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

50101 事業費 2,077 事業費 580 事業費

健康介護グループ 9,907 580 4,361
240201 3年間の事業費 14,848

ローリ
ング前

介護保険一般事務費
【車両更新ウィングロード1,500】

介護保険一般事務費 介護保険一般事務費
【介護保険事業計画策定委託料3,575】

4,361

580 事業費 4,361
個別計画 介護保険事業計画

― ― ― 事業費 9,907 事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

介護保険一般事務費 介護保険一般事務費
【介護保険事業計画策定委託料3,575】

決算額 3,294 事業費 6,665 継続
介護保険総務⼀般事務
費

介護保険事業に関する⼀般管理事業 介護保険事業・介護予
防事業における事務
や、事業活動に必要な
⾞両の維持を⾏った。
引き続き、介護保険事
業・介護予防事業の事
務を確実に継続するこ
とで、適正な介護保険
運営を⾏う。

今後の方向性

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

介護保険一般事務費
【車両更新ウィングロード1,500】

施策事業Ｎｏ ②-１ 介護保険一般事務費 介護保険一般事務費
【介護保険事業計画策定委託料3,510】

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

73



74基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
4．高齢者福祉の推進 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

居宅介護サービス計画給付費

― ―

50205 事業費 25,485 事業費 25,638 事業費

健康介護グループ 25,485 25,638 25,791
240206 3年間の事業費 76,914

ローリ
ング前

居宅介護サービス計画給付費 居宅介護サービス計画給付費 居宅介護サービス計画給付費

25,791

事業費 25,791

介護サービスを受ける
ために必要な、介護支
援専門員が介護サービ
ス計画を作成する計画
給付を⾏った。介護
サービスを受けるため
に欠かせない給付であ
るため、引き続き継続
する必要がある。

今後の方向性

個別計画 介護保険事業計画
― 事業費 25,485 事業費 25,638

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額

240205 3年間の事業費 2,766

ローリ
ング前

居宅介護福祉用具購入給付費 居宅介護福祉用具購入給付費 居宅介護福祉用具購入給付費

938

922 事業費 938

施策事業Ｎｏ ②-６ 居宅介護サービス計画給付費 居宅介護サービス計画給付費 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

事業費

居宅介護サービス計画
給付費

居宅要介護被保険者が、知事の指定する指定居宅介
護支援事業者から居宅介護サービス計画（ケアプラ
ン）を受けたときは、保険給付を⾏う。

居宅介護福祉用具購入給付費

健康介護グループ 906 922 938

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

50203 事業費 906 事業費 922

23,013 事業費 24,943 継続

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

居宅介護サービス計画給付費 居宅介護サービス計画給付費

個別計画 介護保険事業計画
― ― ― 事業費 906 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

居宅介護福祉用具購入給付費 居宅介護福祉用具購入給付費

252,262

施策事業Ｎｏ ②-５ 居宅介護福祉用具購入給付費 居宅介護福祉用具購入給付費 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 252,262 事業費 283,439240204 3年間の事業費 785,176 50201 事業費

決算額 634 事業費 880 継続
居宅介護福祉⽤具購⼊
費

居宅要介護被保険者が⼊浴や排泄等のための特定福
祉⽤具を購⼊したときは、居宅要介護被保険者に対
し、居宅介護福祉⽤具購⼊費を支給する。

要介護状態になっても、
福祉⽤具を利⽤しなが
ら、住み慣れた自宅で⽣
活できるよう、福祉⽤具
購⼊に対する給付を⾏っ
た。サービス費が増加す
る中、給付事務の適正化
や事務の効率化を⾏い、
引き続きサービス給付を
実施する必要がある。

今後の方向性

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

居宅介護サービス給付費 居宅介護サービス給付費 居宅介護サービス給付費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 227,630 事業費 247,642 継続
居宅介護サービス給付
費

居宅要介護被保険者が知事の指定を受けた指定居宅
サービス事業者から居宅介護サービスを受けた場
合、保険給付を⾏う。

要介護状態になっても、
居宅介護サービスを利⽤
しながら、住み慣れた自
宅で⽣活できるよう、
サービス給付を⾏った。
サービス費が増加する
中、給付事務の適正化や
事務の効率化を⾏い、引
き続きサービス給付を実
施する必要がある。

今後の方向性

283,439

249,475 事業費 252,262 事業費 283,439
居宅介護サービス給付費 居宅介護サービス給付費 居宅介護サービス給付費

249,475

個別計画 介護保険事業計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

健康介護グループ 249,475

施策事業Ｎｏ ②-４ 指定居宅介護サービスに対する保険給付
訪問介護・入浴・看護、通所介護・リハビリ、
福祉用具貸与　　他

居宅介護サービス給付費 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
4．高齢者福祉の推進 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆

事業費 6,150 事業費

50221 事業費 6,150 事業費 6,154 事業費240209 3年間の事業費 18,462

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

介護予防サービス計画給付費 介護予防サービス計画給付費

決算額 6,020 事業費 4,919 継続
介護予防サービス計画
給付費

要支援認定を受けた利⽤者が、指定介護予防支援事
業所（地域包括支援センター）からケアプラン作成
等のサービスを受けたとき保険給付を⾏う。

介護予防サービスを受
けるために必要な、介
護予防サービス計画給
付を⾏った。介護予防
サービスを受けるため
に欠かせない給付であ
るため、引き続き継続
する必要がある。

今後の方向性

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

介護予防サービス計画給付費

健康介護グループ 6,150 6,154 6,158 ローリ
ング前

介護予防サービス計画給付費 介護予防サービス計画給付費 介護予防サービス計画給付費

6,158

6,154 事業費 6,158
個別計画 介護保険事業計画

― ― ―

549 594

施策事業Ｎｏ ②-９ 指定介護予防サービス計画に対する保険給
付
介護予防支援1,372件

介護予防サービス計画給付費 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 594 事業費 638240208 3年間の事業費 1,781 50219 事業費

☆☆
予算の妥当性

健康介護グループ

維持

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

介護予防福祉用具購入費 介護予防福祉用具購入費 介護予防福祉用具購入費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 502 事業費 504 継続
介護予防福祉⽤具購⼊
費

在宅要支援被保険者が⼊浴や排泄等のための特定福
祉⽤具を購⼊した時は、介護予防福祉⽤具購⼊費を
支給する。

要支援状態になっても、
福祉⽤具を利⽤しなが
ら、住み慣れた自宅で⽣
活できるよう、福祉⽤具
購⼊に対する給付を⾏っ
た。サービス費が増加す
る中、給付事務の適正化
や事務の効率化を⾏い、
引き続きサービス給付を
実施する必要がある。

今後の方向性

638

549 事業費 594 事業費 638
介護予防福祉用具購入費 介護予防福祉用具購入費 介護予防福祉用具購入費

549

個別計画 介護保険事業計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

― ― ― 事業費 17,708 事業費 18,451
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

介護予防サービス給付費

施策事業Ｎｏ ②-８ 介護予防福祉用具購入費 介護予防福祉用具購入費 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

50218 事業費 17,708 事業費 18,451 事業費

健康介護グループ 17,708 18,451 22,397
240207 3年間の事業費 58,556

予算の妥当性

維持

決算額 34,182 事業費 26,609 継続

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

介護予防サービス給付費 介護予防サービス給付費

介護予防サービス給付
費

要支援者が適正な介護保険予防サービスの提供を受
け、事業者がそのサービス提供の対価として介護報
酬請求に基づき保険給付を⾏う。

要支援状態になっても、
介護予防サービスを利⽤
しながら、住み慣れた自
宅で⽣活できるよう、
サービス給付を⾏った。
サービス費が増加する
中、給付事務の適正化や
事務の効率化を⾏い、引
き続きサービス給付を実
施する必要がある。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ②-７ 指定介護予防サービスに対する保険給付

介護予防短期入所生活介護、介護予防訪
問介護・看護、介護予防通所介護　他

介護予防サービス給付費 ☆☆☆

ローリ
ング前

介護予防サービス給付費 介護予防サービス給付費 介護予防サービス給付費

22,397

事業費 22,397
個別計画 介護保険事業計画

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
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76基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
4．高齢者福祉の推進 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

430,741
事業費 430,741 事業費 481,548

481,548
240212 3年間の事業費 1,292,223 50202 事業費

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

施設介護サービス給付費 施設介護サービス給付費 施設介護サービス給付費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 313,143 事業費 344,374 継続
施設介護サービス給付
費

要介護被保険者が、知事の指定を受けた介護保険施
設から、指定施設サービスを受けた場合、保険給付
を⾏う。

特別養護⽼人ホームや介
護⽼人保健施設における
介護サービスが必要と
なった方に、⼊所サービ
ス給付を⾏った。サービ
ス費が増加する中、給付
事務の適正化や事務の効
率化を⾏い、引き続き
サービス給付を実施する
必要がある。

今後の方向性

379,934 事業費 430,741 事業費 481,548
施設介護サービス給付費 施設介護サービス給付費 施設介護サービス給付費

379,934

個別計画 介護保険事業計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

健康介護グループ 379,934

事業費 2,257 事業費 2,335
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

介護予防住宅改修費

施策事業Ｎｏ ②-１２ 指定施設サービスに対する給付
介護老人福祉施設サービス1,022件
介護老人保健施設サービス151件

施設介護サービス給付費 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

50220 事業費 2,257 事業費 2,335 事業費

健康介護グループ 2,257 2,335 2,413
240211 3年間の事業費 7,005

決算額 1,713 事業費 1,954 継続

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

介護予防住宅改修費 介護予防住宅改修費

介護予防住宅改修費
手すりや取り付けや段差の解消などの小規模な改修
にかかった費⽤の支給。要介護、支援区分に関わら
ず１８万円を上限額とする。

要支援状態になって
も、住環境を改善し、
住み慣れた自宅で⽣活
できるよう、住宅改修
に対する給付を⾏っ
た。給付事務の適正化
を⾏い、引き続きサー
ビス給付を実施する必
要がある。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ②-１１ 介護予防住宅改修費 介護予防住宅改修費 ☆☆☆

ローリ
ング前

介護予防住宅改修費 介護予防住宅改修費 介護予防住宅改修費

2,413

事業費 2,413
個別計画 介護保険事業計画

― ― ―

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

50204 事業費 2,666 事業費 2,683 事業費

健康介護グループ 2,666 2,683 2,700
240210 3年間の事業費 8,049

ローリ
ング前

居宅介護住宅改修費 居宅介護住宅改修費 居宅介護住宅改修費

2,700

2,683 事業費 2,700

☆☆

個別計画 介護保険事業計画
― ― ― 事業費 2,666 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

居宅介護住宅改修費 居宅介護住宅改修費

決算額 928 事業費 2,653 継続居宅介護住宅改修費
居宅要介護被保険者が手すりの取り付け等の住宅改
修を⾏ったときは、居宅要介護被保険者に対し、居
宅介護住宅改修費を支給する。

要介護状態になって
も、住環境を改善し、
住み慣れた自宅で⽣活
できるよう、住宅改修
に対する給付を⾏っ
た。給付事務の適正化
を⾏い、引き続きサー
ビス給付を実施する必
要がある。

今後の方向性

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

居宅介護住宅改修費

予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ②-１０ 居宅介護住宅改修費 居宅介護住宅改修費 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

☆☆



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
4．高齢者福祉の推進 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

10339 事業費 419 事業費 419 事業費

健康介護グループ 419 419 419
240215 3年間の事業費 1,257

ローリ
ング前

419

事業費 419

⽣活援助を受ける必要
があって、要支援要介
護認定非該当となった
方に対し、援助員派遣
や短期宿泊サービスを
提供した。利⽤者は少
ないが、その状態に応
じてサービス利⽤が必
要な場合があるため、
継続する。

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費 419 事業費 419

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

生活指導員派遣委託料　88
生活指導員短期宿泊事業委託料　64
弾力化事業委託料267

決算額

生活指導員派遣委託料　88
生活指導員短期宿泊事業委託料　64
弾力化事業委託料267

生活指導員派遣委託料　88
生活指導員短期宿泊事業委託料　64
弾力化事業委託料267

生活指導員派遣委託料　88
生活指導員短期宿泊事業委託料　64
弾力化事業委託料267

240214 3年間の事業費 300

ローリ
ング前

特定入所者介護サービス給付費 特定入所者介護サービス給付費 特定入所者介護サービス給付費

100

100 事業費 100

施策事業Ｎｏ ②-１５ 生活指導員派遣委託料
生活指導員短期宿泊事業委託料
弾力化事業委託料　205千円

生活指導員派遣委託料　88
生活指導員短期宿泊事業委託料　64
弾力化事業委託料267

☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

事業費

⽣活管理指導短期宿泊
等事業

基本的⽣活習慣が欠如している高齢者等を対象とす
る。介護保険サービスの適⽤外となる⽣活援助員の
派遣または短期間の宿泊を⾏う。

特定入所者介護予防サービス給付費

健康介護グループ 100 100 100

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

50214 事業費 100 事業費 100

205 事業費 419 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

生活指導員派遣委託料　88
生活指導員短期宿泊事業委託料　64
弾力化事業委託料267

生活指導員派遣委託料　88
生活指導員短期宿泊事業委託料　64
弾力化事業委託料267

個別計画 介護保険事業計画
― ― ― 事業費 100 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

特定入所者介護予防サービス給付費 特定入所者介護予防サービス給付費

48,453

施策事業Ｎｏ ②-１４ 特定入所者介護予防サービス給付費 特定入所者介護予防サービス給付費 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 48,453 事業費 49,171240213 3年間の事業費 145,358 50213 事業費

決算額 2 事業費 100 継続
特定⼊所者介護予防
サービス事業

短期⼊所⽣活介護、短期⼊所療養介護施設における
居住費、食費の負担が低所得者にとって過重な負担
とならないように、負担限度額を超える部分につい
て給付を⾏う。

短期⼊所サービス等利
⽤者の費⽤負担を軽減
する給付を⾏った。
低所得者にとって欠か
せない給付であるた
め、継続して実施する
必要がある。

今後の方向性

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

特定入所者介護サービス給付費 特定入所者介護サービス給付費 特定入所者介護サービス給付費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 45,059 事業費 46,609 継続
特定⼊所者介護サービ
ス事業

介護保険施設における居住費、食費の負担が低所得
者にとって過重な負担とならないように、負担限度
額を超える部分について給付を⾏う。

施設⼊所サービス利⽤
者の費⽤負担を軽減す
る給付を⾏った。
低所得者にとって欠か
せない給付であるた
め、継続して実施する
必要がある。

今後の方向性

49,171

47,734 事業費 48,453 事業費 49,171
特定入所者介護サービス給付費 特定入所者介護サービス給付費 特定入所者介護サービス給付費

47,734

個別計画 介護保険事業計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

健康介護グループ 47,734

施策事業Ｎｏ ②-１３ 特定入所者介護サービス給付費 特定入所者介護サービス給付費 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果
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78基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
4．高齢者福祉の推進 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

10347 事業費 2 事業費 2 事業費240218 3年間の事業費 6

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

訪問介護員派遣事業給付費　２ 訪問介護員派遣事業給付費　２

決算額 事業費 2 継続
訪問介護員派遣事業利
⽤者助成事業

介護保険制度訪問介護員派遣事業を利⽤している低所得
の高齢者及び⾝体障害者であり利⽤者負担額を負担する
ことが困難な者について利⽤者負担の助成を⾏い、もっ
て介護保険制度の円滑な運営を図る。（対象者：⽣計中
⼼者が所得税非課税者）

平成28年度は利⽤実績
がなかった。
65歳到達により、障が
い福祉サービスから介
護保険サービスの訪問
介護に移⾏した低所得
者に対し、負担軽減を
実施する必要がある。

今後の方向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

訪問介護員派遣事業給付費　２

健康介護グループ 2 2 2 ローリ
ング前

2

2 事業費 2
個別計画

― ― ― 事業費 2 事業費

施策事業Ｎｏ ②-１８ 訪問介護員派遣事業給付費 訪問介護員派遣事業給付費　２ ☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 160 事業費 160240217 3年間の事業費 480 10344 事業費

入浴サービス委託料　160 入浴サービス委託料　160 入浴サービス委託料　160

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

入浴サービス委託料　160 入浴サービス委託料　160 入浴サービス委託料　160

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 事業費 160 継続⼊浴サービス事業
在宅で、⼊浴が困難な寝たきり⽼人、⾝体障害者に
⼊浴サービスを提供し、⼊浴による介護者の負担軽
減を図る。

平成28年度は利⽤実績
がなかった。
在宅で⽣活する方で、
特殊浴槽等による⼊浴
が必要な方に対し、
サービスを提供する必
要がある。

今後の方向性

160

160 事業費 160 事業費 160

160

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

健康介護グループ 160 160

112
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

移送サービス委託料　112

施策事業Ｎｏ ②-１７ 入浴サービス委託料 入浴サービス委託料　160 ☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10342 事業費 112 事業費 112 事業費

健康介護グループ 112 112 112
240216 3年間の事業費 336

移送サービス委託料　112 移送サービス委託料　112 移送サービス委託料　112

決算額 事業費 112 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

移送サービス委託料　112 移送サービス委託料　112

移送サービス事業
自宅で介護が必要な高齢者等が、病院受診やショー
トスティ等の福祉サービスの援助が（⾞イス対応の
⾞が無い等のため）困難な場合、移送支援すること
により在宅福祉の向上を図る。

平成28年度は利⽤実績
がなかった。
在宅で⽣活する方で、
ストレッチャー等によ
る福祉⾞両で移送する
必要がある方に対し、
サービスを提供する必
要がある。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ②-１６ 移送サービス委託料 移送サービス委託料　112 ☆☆

ローリ
ング前

112

事業費 112
個別計画

― ― ― 事業費 112 事業費

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

訪問介護員派遣事業給付費　２ 訪問介護員派遣事業給付費　２ 訪問介護員派遣事業給付費　２



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
4．高齢者福祉の推進 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

80
事業費 80 事業費 271

271
240221 3年間の事業費 431 50707 事業費

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

運営協議会開催回数　1回 運営協議会開催回数　1回 運営協議会開催回数　3回

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 71 事業費 271 継続
地域包括支援センター
運営協議会費

地域支援事業の円滑な実施及び地域包括支援セン
ターの中⽴､公平性の確保の観点から地域包括支援
センター運営協議会を設置する。

地域包括支援センター
の活動を評価し、以降
の活動方針を協議し
た。
平成29年度は介護保険
事業計画の審議も実施
する。（3年毎）

今後の方向性

80 事業費 80 事業費 271
運営協議会開催回数　1回 運営協議会開催回数　1回 運営協議会開催回数　3回

80

個別計画 介護保険事業計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

健康介護グループ 80

嘱託保健師賃金　9日×12か月
公用車（しもじ号）管理

施策事業Ｎｏ ②-２１ 運営協議会開催回数　1回 運営協議会開催回数　3回 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

50705 事業費 1,625 事業費 1,506 事業費

健康介護グループ 3,879 3,760 3,885
240220 3年間の事業費 11,524

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

嘱託保健師賃金　9日×12か月
公用車（しもじ号）管理

嘱託保健師賃金　9日×12か月
公用車（しもじ号）管理

包括的支援事業
対象者に対する介護予防ケアマネジメント、総合相
談支援・権利擁護、包括的・継続的マネジメント
（介護に係わる多職種や地域の関係機関との連携・
協⼒体制の整備等）の事業を⾏う。

地域包括支援センター
による訪問活動、相談
対応を⾏った。
介護保険や各種サービ
スの紹介により、高齢
者の⽣活を支えるた
め、引き続き実施する
必要がある。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ②-２０ 嘱託保健師賃金　9日×12か月

公用車（しもじ号）管理
嘱託保健師賃金　9日×12か月
公用車（しもじ号）管理

☆☆☆

ローリ
ング前

嘱託保健師賃金　9日×12か月
公用車（しもじ号）管理

嘱託保健師賃金　9日×12か月
公用車（しもじ号）管理

嘱託保健師賃金　9日×12か月
公用車（しもじ号）管理

1,631

事業費 3,885
個別計画 介護保険事業計画

― ― ― 事業費 3,879 事業費 3,760
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

50706 事業費 3,705 事業費 3,739 事業費

健康介護グループ 3,705 3,739 3,774
240219 3年間の事業費 11,218

ローリ
ング前

3,774

3,739 事業費 3,774
個別計画 介護保険事業計画

― ― ― 事業費 3,705 事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

高齢者世話付住宅生活援助員派遣委料 高齢者世話付住宅生活援助員派遣委料

決算額 3,595 事業費 3,671 継続
高齢者世話付住宅⽣活
援助員派遣事業

 高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）に居住する
高齢者に対し、⽣活援助員を派遣して⽣活指導、相談、
安否確認、⼀時的な家事援助、緊急時のサービスを提供
する事により、⼊居者が安全快適な自⽴した⽣活を営む
事ができるよう支援する。

シルバーハウジング⼊
居者の安否確認や⽣活
に対する助⾔指導を
⾏った。
各種福祉制度の紹介
や、相談対応の実施継
続が必要である。

今後の方向性

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

高齢者世話付住宅生活援助員派遣委料

高齢者世話付住宅生活援助員派遣委料 高齢者世話付住宅生活援助員派遣委料 高齢者世話付住宅生活援助員派遣委料

施策事業Ｎｏ ②-１９ 高齢者世話付住宅生活援助員派遣委託料 高齢者世話付住宅生活援助員派遣委料 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

1,430 事業費 5,606 継続
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80基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
4．高齢者福祉の推進 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 32 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆

事業費 事業費 事業費240224 3年間の事業費 16,000

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

地域包括支援センター運営業務委託

決算額 事業費 ―

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

地域包括支援センター
運営事業

介護保険法で定められた、地域住⺠の保健・福祉・
医療の向上、虐待防⽌、介護予防マネジメントなど
を総合的に⾏う業務を委託する。

今後の方向性

健康介護グループ 16,000 ローリ
ング前

地域包括支援センター運営業務委託

16,000

事業費 16,000

― ― ― 事業費 60 事業費
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

介護手当５千円×12か月×１人＝60 介護手当５千円×12か月×１人＝60

施策事業Ｎｏ ②-２４ ―
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10324 事業費 60 事業費 60 事業費

福祉グループ 60 60 60
240223 3年間の事業費 180

介護手当５千円×12か月×１人＝60 介護手当５千円×12か月×１人＝60

決算額 25 事業費 60 継続介護手当支給事業
在宅の寝たきり⽼人等の介護者に対し、介護の労をねぎ
らうため介護手当を支給する。「在宅の寝たきり⽼人
等」 寝たきり⽼人、寝たきり重度⼼⾝障害者、寝たき
り特定疾患患者 認知症⽼人
支給額は月額５，０００円

寝たきり状態の方を介
護する家族に対し、介
護手当を支給した。
在宅介護の負担を軽減
するため、継続する必
要がある。

今後の方向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

介護手当５千円×12か月×１人＝60

施策事業Ｎｏ ②-２３ 介護手当５千円×5か月×１人＝25 介護手当５千円×12か月×１人＝60 ☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

ローリ
ング前

60

60 事業費 60
個別計画

介護手当５千円×12か月×１人＝60

303
240222 3年間の事業費 909 50709 事業費

303 事業費 303 事業費 303
紙おむつ支給　3人 紙おむつ支給　3人 紙おむつ支給　3人

303

個別計画 介護保険事業計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

健康介護グループ 303 303

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

紙おむつ支給　3人 紙おむつ支給　3人 紙おむつ支給　3人

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 21 事業費 202 継続介護⽤品費支給事業
地域支援事業任意事業として、介護による家族の経
済的負担を軽減するため介護⽤品（紙おむつ）の支
給費を助成する。

要介護状態が重度で、
低所得の方に対し、在
宅で使⽤する介護⽤品
支給を実施した。
在宅介護の負担を軽減
するため、継続する必
要がある。

今後の方向性 予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ②-２２ 紙おむつ支給　1人 紙おむつ支給　3人 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

事業費 303 事業費 303

☆☆
予算の妥当性

維持

―
予算の妥当性

―



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
4．高齢者福祉の推進 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 30
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10304 事業費 事業費 事業費
282 282 282

240303 3年間の事業費 846

ローリ
ング前

事業費 282

認知症高齢者等判断能
⼒が⼗分でない者が成
年後⾒制度等を的確に
利⽤できるよう支援を
⾏う。

今後の方向性

個別計画
― ― ― 282

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額

240302 3年間の事業費 672

ローリ
ング前

224

224 事業費 224

施策事業Ｎｏ ③-３ ☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

事業費

成年後⾒支援事業
認知症高齢者、知的障害者、精神障害者等判断能⼒が⼗
分でない者が成年後⾒制度等を的確に利⽤できるよう支
援を⾏い、これらの者の権利を尊重し擁護することによ
り地域で安⼼して暮らせるよう、成年後⾒制度等の利⽤
促進を図ることを目的とする。

後見人報酬助成金　108 後見人報酬助成金　108 後見人報酬助成金　108

成年後⾒制度利⽤支援
事業

市町村申⽴て等に係る低所得の高齢者に係る成年後
⾒制度の申⽴てに要する経費や成年後⾒人等の報酬
の助成等を⾏う。

判断⼒が低下し、低所
得の高齢者に対し、後
⾒人報酬にかかる助成
を実施した。
⼀人暮らし等により支
援者がいなく、後⾒等
申⽴が必要な方に対
し、必要な支援を⾏う
ため事業継続する。

今後の方向性

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

後見人報酬助成金　108

健康介護グループ 224 224 224

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

50711 事業費 224 事業費 224

事業費 538 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

個別計画 介護保険事業計画
― ― ― 事業費 224 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

後見人報酬助成金　108 後見人報酬助成金　108

見守りネット事業委託料 6,858
まごころヘルパー  330

7,188

個別計画 介護保険事業計画
― ― 〇 事業費

ローリ
ング前

健康介護グループ 7,188 7,335

施策事業Ｎｏ ③-２ 後見人報酬助成金 後見人報酬助成金　108 ☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 7,335 事業費 7,335240301 3年間の事業費 21,858 50710 事業費

決算額

見守りネット事業委託料 7,005
まごころヘルパー  330

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

見守りネット事業委託料 6,858
まごころヘルパー  330

見守りネット事業委託料 7,005
まごころヘルパー  330

見守りネット事業委託料 7,005
まごころヘルパー  330

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 6,749 事業費 6,576 継続⾒守りネット事業
高齢になっても住み慣れた地域で安⼼して⽣活できる
よう、⽣活実態などの情報を把握し、関係団体・地域
が連携して、高齢者の⾒守りや介護予防、⽣活機能の
低下防⽌を適切に⾏うことを目的とする。

独居高齢者等への訪問
を⾏い、⽣活状況を把
握した。
介護ニーズや、⽣活上
の支援必要者を把握
し、介護保険や福祉制
度につなぐため、継続
する。

今後の方向性

7,335

7,188 事業費

施策事業Ｎｏ ③-１ 見守りネット事業委託料
訪問延べ件数3,141件

見守りネット事業委託料 ☆☆☆ ☆☆
予算の妥当性

7,335 事業費 7,335

事業費 282 事業費

☆
予算の妥当性

維持

事業費 224 継続

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

見守りネット事業委託料 7,005
まごころヘルパー  330
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82基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
4．高齢者福祉の推進 （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 36
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 住⺠福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円事業費 3,733 事業費 3,733
3,733

240403 3年間の事業費 11,219 10355 事業費

敬老報償費　2,740 敬老報償費　2,720 敬老報償費　2,720

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

敬老報償費　2,740 敬老報償費　2,720 敬老報償費　2,720

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 3,387 事業費 3,505 継続
⽼人福祉大会・敬⽼褒
賞事業

町内在住の７５歳以上の高齢者を招待し⻑寿をお祝
いするとともに、町⺠に高齢者福祉についての関⼼
と理解を深めてもらう。 また、敬⽼褒賞し、その
⻑寿を祝福する。

町内の高齢者の⻑寿を
祝う⽼人福祉大会を開
催した。
健康⻑寿の意識高揚に
資するため、事業を継
続する。

今後の方向性

3,753 事業費 3,733 事業費 3,733

3,753

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

健康介護グループ 3,753 3,733

事業費 24,317
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

指定管理委託料　19,922

施策事業Ｎｏ ④-３ 招待者　1,437名
敬老報償対象者　261名

敬老報償費　2,570 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10386 事業費 19,665 事業費 19,794 事業費

福祉グループ 20,278 24,317 20,535
240402 3年間の事業費 65,130

指定管理委託料　19,794 指定管理委託料　19,992

☆☆
予算の妥当性

決算額 22,965 事業費 22,185 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

指定管理委託料　19,665
浴室洗い場床タイル改修工事　3,910

指定管理委託料　19,794

東藻琴⽼人福祉セン
ター管理運営費

高齢者を中⼼とした各種相談に応ずると共に、健康
の増進、教養の向上及びレクリエーションのための
便宜を総合的に供与することを目的としている。

⽼人クラブ、福祉団体
等が活動を⾏う際の施
設として、適切な利⽤
管理を⾏った。
引き続き、高齢者等の
サークル活動などが利
⽤する施設としての管
理を継続する。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ④-２ 指定管理委託料　20,064

サウナ室・打たせ湯設備改修工事 2,656
指定管理委託料　19,504
屋上天窓防水工事 2,068

☆☆☆

ローリ
ング前

19,922

事業費 20,535
個別計画

― ― ― 事業費 20,278
指定管理委託料　19,665

4,010 事業費 4,010

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

3年間の事業費 12,030 10365 事業費 4,010 事業費

ローリ
ング前

健康介護グループ 4,010 4,010 4,010
240401

個別計画
― ― ―

☆☆

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事業費 4,010 事業費 4,010

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

施設管理委託料　2,717
施設修繕　150

施設管理委託料　2,717
施設修繕　150

施設管理委託料　2,717
施設修繕　150

事業費 4,010

決算額 3,598 事業費 3,606 継続
⼥満別⽼人福祉セン
ター管理運営費

地域の高齢者の健康増進、教養の向上及びレクレー
ションのための便宜を総合的に供与する。

⽼人クラブ、福祉団体
等が活動を⾏う際の施
設として、適切な利⽤
管理を⾏った。
引き続き、高齢者等の
サークル活動などが利
⽤する施設としての管
理を継続する。

今後の方向性

施設管理委託料　2,717
施設修繕　150

施設管理委託料　2,717
施設修繕　150

施設管理委託料　2,717
施設修繕　150

☆☆
予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ④-１ 施設管理委託料　2,470千円
施設修繕　78千円

施設管理委託料　2,717
施設修繕　150

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

予算の妥当性

維持

維持



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
4．高齢者福祉の推進 （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費 59 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

老人福祉に関する一般事務費 老人福祉に関する一般事務費

10321 事業費 65 事業費 65 事業費

健康介護グループ 65 65 65
240406 3年間の事業費 195

ローリ
ング前

老人福祉に関する一般事務費 老人福祉に関する一般事務費 老人福祉に関する一般事務費

65

事業費 65

⽼人福祉⼀般事務費
⽼人福祉事業に関する⼀般管理事業 高齢者福祉にかかる事

務を実施した。
高齢者福祉施策を実施
するにあたり、適正な
事務執⾏を継続する。

今後の方向性

個別計画
― ― ― 事業費 65 事業費 65

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

老人福祉に関する一般事務費

決算額

240405 3年間の事業費 5,856

ローリ
ング前

1,952

1,952 事業費 1,952

施策事業Ｎｏ ④-６ 老人福祉に関する一般事務費 老人福祉に関する一般事務費 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題

事業費

1,241

老人クラブ連合会補助金　1,952
20クラブ活動補助

老人クラブ連合会補助金　1,952
20クラブ活動補助

個別計画
― ― ― 事業費 1,952 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

老人クラブ連合会補助金　1,952
20クラブ活動補助

老人クラブ連合会補助金　1,952
20クラブ活動補助

決算額 1,890 事業費 1,890 継続
⽼人クラブ連合会補助
⾦

⽼人クラブ活動のより⼀層の活性化を図り、高齢者の
⽣きがいや健康づくりを推進することにより、明るい
⻑寿社会の実現と保健福祉の向上に資することを目的
として⽼人クラブ連合会活動に対して助成を⾏う。

⽼人クラブ活動に対する
補助を実施した。自助・
互助の精神による⽼人ク
ラブ活動は、地域社会に
おける福祉活動の担い手
になり得る存在である
が、会員数の確保が課題
である。引き続き、⽼人
クラブ活動を支えるため
補助を継続する。

今後の方向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

老人クラブ連合会補助金　1,952
20クラブ活動補助

健康介護グループ 1,952 1,952 1,952

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10326 事業費 1,952 事業費 1,952

施策事業Ｎｏ ④-５ 老人クラブ連合会補助金　1,890千円
20クラブ活動補助

老人クラブ連合会補助金　1,952
20クラブ活動補助

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

事業費 7,855 事業費 7,855240404 3年間の事業費 10329 事業費

高齢者就労センター育成事業補助金
7,855千円
【人件費3名分】

高齢者就労センター育成事業補助金
7,855千円
【人件費3名分】

高齢者就労センター育成事業補助金
7,855千円
【人件費3名分】

☆☆
予算の妥当性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 6,567 事業費 ―
高齢者就労センター育
成事業補助⾦

高齢者の蓄積された経験・技術・能⼒を活かし、自ら
の⽣きがいのより⼀層の充実と、社会参加を希望する
高齢者の就業機会の増大を図るとともに社会福祉の増
進及び活⼒ある地域づくりに寄与するため助成を⾏
う。

社会福祉協議会補助⾦
へ移⾏

今後の方向性

事業費 事業費

7,855

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

健康介護グループ

施策事業Ｎｏ ④-４ 高齢者就労センター育成事業補助金
6,567千円

高齢者就労センターを解散し、社会福祉協
議会の一部として組織を整理した。
※社会福祉協議会補助金に統合

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

☆☆
予算の妥当性

―

維持

☆☆
予算の妥当性

維持

老人クラブ連合会補助金　1,952
20クラブ活動補助
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84基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
4．高齢者福祉の推進 （施策⑤）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事業費 6,614
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

システムセンター委託1,760､システム保守
2,166､システム点検料248､緊急通報システ
ム機器10台1,062

10337 事業費 7,020 事業費 6,614 事業費

健康介護グループ 7,020 6,614 5,868
240502 3年間の事業費 19,502

システムセンター委託1,711､システム保守
2,197､システム点検料110､緊急通報システ
ム機器16台1,699

システムセンター委託1,760､システム保守
2,166､システム点検料248､緊急通報システ
ム機器10台1,062

決算額 5,165 事業費 6,170 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

システムセンター委託1,662､システム保守
2,025､システム点検料138､緊急通報システ
ム機器20台2,123

システムセンター委託1,711､システム保守
2,197､システム点検料110､緊急通報システ
ム機器16台1,699

緊急通報システム設置
事業

⼀人暮らしの高齢者等に対し、緊急通報⽤電話機を貸
与し、急病、災害時の迅速かつ正確な救援体制をとる
ことにより、⽣活不安の解消や、人命の安全確保を図
る。 設置台数（H29.3末現在）105台

⼀人暮らし高齢者に緊
急通報装置の貸与を
⾏った。
引き続き、⽣命、健康
を守るため事業を継続
する。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ⑤-２ システムセンター委託1,228千円､システム

保守1,372千円､システム点検料475千円､
緊急通報システム機器15台1,512千円

システムセンター委託1,614､システム保守
1,910､システム点検料220､緊急通報システ
ム機器19台2,017

☆☆☆

ローリ
ング前

5,868

事業費 5,868
個別計画

― ― ― 事業費 7,020
システムセンター委託1,662､システム保守
2,025､システム点検料138､緊急通報システ
ム機器20台2,123

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10328 事業費 41 事業費 41 事業費

福祉グループ 41 41 41
240501 3年間の事業費 123

ローリ
ング前

41

41 事業費 41

☆☆

個別計画
― ― ― 事業費 41 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

電磁調理器　41 電磁調理器　41

決算額 事業費 41 継続
⽼人⽇常⽣活⽤具給付
事業

⻑期にわたって臨床・⼀人暮らしの高齢者に対する
⽇常⽣活の便宜や安全を図るため⽇常⽣活⽤具の給
付を⾏う。

平成28年度は実績がな
かった。
⼀人暮らし高齢者の安
全な⽣活に資するた
め、事業を継続する。

今後の方向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

電磁調理器　41

電磁調理器 41 電磁調理器 41 電磁調理器 41

予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ⑤-１ 電磁調理器　41 電磁調理器　41 ☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

☆☆

予算の妥当性

維持



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
4．高齢者福祉の推進 （施策⑥）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 33
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 住⺠福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円事業費 1,812 事業費 1,812
1,812

240603 3年間の事業費 5,436 10369 事業費

１名　1,812 １名　1,812 １名　1,812

事業費 1,812 継続
⽼人福祉施設⼊所措置
事業

 要介護⽼人の⽼人福祉施設への⼊所及び⼊所後の
現況調査等を通して、健康の保持と⽣活の安定を図
る。

平成28年度は利⽤者が
いなかった。
経済的理由・家庭環境
等の理由により、養護
⽼人ホームに⼊所が必
要な対象者が発⽣した
場合は、⼊所措置を実
施する。

今後の方向性

1,812 事業費 1,812 事業費 1,812

1,812

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

福祉グループ 1,812 1,812

１名　1,812 １名　1,812会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

１名　1,812

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

☆☆
予算の妥当性

事業費 2,714 事業費 2,676
笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

東藻琴生活支援ハウス整備償還金補助

施策事業Ｎｏ ⑥-３ １名　1,812 １名　1,812 ☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

110352 事業費 2,714 事業費 2,676 事業費

福祉グループ 2,714 2,676 2,637
240602 3年間の事業費 8,027

決算額

決算額 2,790 事業費 2,753 継続

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

東藻琴生活支援ハウス整備償還金補助 東藻琴生活支援ハウス整備償還金補助

社会福祉施設整備資⾦
償還補助事業

・東藻琴福寿苑建設整備資⾦償還⾦
 特養⽼人ホーム、デイサービスセンター、ショー
ト増設、⽣活支援ハウス整備

⽣活支援ハウス整備資
⾦借⼊⾦の元利償還額
を補助する。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ⑥-２ 東藻琴生活支援ハウス整備償還金補助 東藻琴生活支援ハウス整備償還金補助 ☆☆☆

ローリ
ング前

東藻琴生活支援ハウス整備償還金補助 東藻琴生活支援ハウス整備償還金補助 東藻琴生活支援ハウス整備償還金補助

2,637

事業費 2,637
個別計画

― ― ―

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10354 事業費 37,181 事業費 37,181 事業費

健康介護グループ 37,181 37,181 37,181
240601 3年間の事業費 111,543

ローリ
ング前

37,181

37,181 事業費 37,181

☆☆

個別計画
― ― ― 事業費 37,181 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

運営委託料　 女満別　17,613
　　　　　　　　 東藻琴　19,368
修繕料　200

運営委託料　 女満別　17,613
　　　　　　　　 東藻琴　19,368
修繕料　200

決算額 36,636 事業費 37,588 継続
⽣活支援ハウス管理運
営費

自⽴⽣活に不安のある高齢者が安⼼して健康で明る
く⽇々の⽣活を送っていただけるよう⽣活支援ハウ
ス（⼥満別・東藻琴）を整備し、その管理運営を委
託する。

⽣活支援ハウスの運営
により、⼀人暮らし高
齢者等が安⼼して⽣活
できる場を確保した。
⾒守りや⽣活指導の必
要な高齢者を支援する
ため、継続する必要が
ある。

今後の方向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

運営委託料　 女満別　17,613
　　　　　　　　 東藻琴　19,368
修繕料　200

運営委託料　 女満別　17,613
　　　　　　　　 東藻琴　19,368
修繕料　200

運営委託料　 女満別　17,613
　　　　　　　　 東藻琴　19,368
修繕料　200

運営委託料　 女満別　17,613
　　　　　　　　 東藻琴　19,368
修繕料　200

予算の妥当性

維持

施策事業Ｎｏ ⑥-１ 運営委託料
女満別　17,303千円　入居者14人
東藻琴　19,333千円　入居者13人

運営委託料　 女満別　17,613
　　　　　　　　 東藻琴　19,368
修繕料　200

☆☆☆
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

☆☆

予算の妥当性

維持

維持

85



86基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
4．高齢者福祉の推進 （施策⑥）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 29
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 住⺠福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円事業費 事業費240604 3年間の事業費 18,000 事業費

外構工事

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

外構工事

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

決算額 18,176 事業費 512,535 継続
東藻琴特別養護⽼人
ホーム増床事業

平成４年に開設・運営している特別養護⽼人ﾎｰﾑ東藻琴福
寿苑(従来型多床室30床・短期⼊所⽣活介護10床)につい
て、現在51名(要介護3以上)の待機者を抱えていること
から平成30年3月末の開設に向け、東藻琴福祉会が新福
寿苑(ﾕﾆｯﾄ型個室30床)の増築に取り組む。

計画のとおり増床が⾏
われた。

今後の方向性

18,000 事業費 事業費

18,590

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前18,000

施策事業Ｎｏ ⑥-４ 実勢設計 東藻琴特別養護老人ホーム増築事業補助 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

―
予算の妥当性

維持



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
５．障がい者（児）福祉の推進 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円10403 事業費 176 事業費 176 事業費

健康介護グループ 264 264 264
250101 3年間の事業費 792

ローリ
ング前

176

264 事業費 264
『保健衛生諸負担金のうち網走こども発達分
のみ』網走こども発達センター運営負担金
176

『保健衛生諸負担金のうち網走こども発達分
のみ』網走こども発達センター運営負担金
176

『保健衛生諸負担金のうち網走こども発達分
のみ』網走こども発達センター運営負担金
176

保健衛⽣諸負担⾦（乳
幼児療育関係）

町⺠の健康保持、増進を図るとともに保健事業が円
滑に実施されるよう関係機関との連絡調整並びに町
⺠の⼼⾝の健康に関する知識を普及啓発する。

関係機関へ負担⾦を⽀
払い、必要な情報や⽀
援を受けることができ
ている。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

『保健衛生諸負担金のうち網走こども発達分
のみ』網走こども発達センター運営負担金
176

個別計画
― ― ― 事業費 264 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

『保健衛生諸負担金のうち網走こども発達分
のみ』網走こども発達センター運営負担金
176

『保健衛生諸負担金のうち網走こども発達分
のみ』網走こども発達センター運営負担金
176

『保健衛生諸負担金のうち網走こども発達分
のみ』網走こども発達センター運営負担金
176

☆☆☆
これまでの効果

決算額 176 事業費 264 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-１ 『保健衛生諸負担金のうち網走こども発達分
のみ』網走こども発達センター運営負担金
176
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88基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
５．障がい者（児）福祉の推進 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

18,804 18,813
事業費 18,813 事業費 18,822

18,822
250203 3年間の事業費 56,439 10367 事業費

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

医療費扶助費　17,833 医療費扶助費　17,833 医療費扶助費　17,833

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

18,804 事業費 18,813 事業費 18,822
医療費扶助費　17,833 医療費扶助費　17,833 医療費扶助費　17,833

18,804

個別計画
― ― ― 事業費

ローリ
ング前

⼾籍保険グループ

決算額 13,812 事業費 15,668 継続
重度⼼⾝障がい者医療
費助成事業

重度⼼⾝障がい者に対し医療に要する経費の一部を
助成することにより、保健の向上と福祉の増進を図
る。

重度⼼⾝障がい者に対
し、医療費の一部を助
成することで、経済的
な負担の軽減を図るこ
とができた。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ②-３ 医療費扶助費　17,819

平均受給者数　193人
医療費扶助費　17,833 ☆☆☆

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

☆☆
予算の妥当性

維持

10357 事業費 3,478 事業費 3,478 事業費

福祉グループ 3,645 3,645 3,162
250202 3年間の事業費 10,452

ローリ
ング前

2,995

事業費 3,162事業費 3,645 事業費 3,645
心身障がい者交通費助成　2,460
美幌こども発達支援センター運営負担483

心身障がい者交通費助成　2,460
美幌こども発達支援センター運営負担966

心身障がい者交通費助成　2,627
美幌こども発達支援センター運営負担483

決算額 2,351 事業費 3,138 改善

心身障がい者交通費助成　2,460
美幌こども発達支援センター運営負担966

拡充

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

心身障がい者交通費助成　2,627  ※助成割合
見直し（介添者5→7割、15歳未満7→5割）美幌
こども発達支援センター運営負担966

心身障がい者交通費助成　2,627
美幌こども発達支援センター運営負担966

⼼⾝障がい者福祉事業
⼼⾝障がい者自らが障がいを克服し、健常者と共に
⽣活していけるよう助成事業を実施するとともに、
⾝体障がい者相談員、知的障がい者相談員を配置
し、その人に合った⽀援の充実を図る。

児童発達⽀援事業は、
利⽤児童の変動もあ
る。
交通費助成は、助成割
合の⾒直しを検討し、
充実を図りたい。

今後の方向性

個別計画
― ― 〇

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ②-２ 心身障がい者交通費助成　2,095
美幌こども発達支援センター運営負担206

心身障がい者交通費助成　2,396
美幌こども発達支援センター運営負担690

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

110363 事業費 189,952 事業費 189,964 事業費

☆☆

福祉グループ 189,952 189,964 189,961
250201 3年間の事業費 569,877

ローリ
ング前

補装具給付費　2,133　介護訓練等給付費
158,144　自立支援医療費　13,360

補装具給付費　2,133　介護訓練等給付費
158,144　自立支援医療費　13,360

補装具給付費　2,133　介護訓練等給付費
158,144　自立支援医療費　13,360

189,961

189,964 事業費 189,961

障がい者総合⽀援事業
障がい者及び難病患者が地域で安⼼して暮らせるた
めに、介護⼜は訓練等の⽀援を⾏う障がい福祉サー
ビスの提供や地域⽣活⽀援事業を実施する。

障がい者の⽀援給付費
は増加傾向である。
サービスの利⽤調整機
関である相談⽀援事業
所が平成２８年度に設
置され、適切な利⽤を
促進している。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

補装具給付費　2,133　介護訓練等給付費
158,144　自立支援医療費　13,360

個別計画
― ― 〇 事業費 189,952 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

補装具給付費　2,133　介護訓練等給付費
158,144　自立支援医療費　13,360

補装具給付費　2,133　介護訓練等給付費
158,144　自立支援医療費　13,360

補装具給付費　1,500　介護訓練等給付費
161,397　自立支援医療費　8,200

☆☆☆
これまでの効果

決算額 193,659 事業費 189,633 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-１ 補装具給付費　1,140　介護訓練等給付費
156,711　自立支援医療費　11,194

予算の妥当性



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
３．子育て⽀援の推進 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 33 〜 33
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 33 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円事業費 事業費 事業費250205 3年間の事業費

ローリ
ング前

【人件費　7,932　　　需用費他　882　】

8,814

事業費

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

福祉グループ

決算額 事業費 ―
児童発達⽀援・放課後等
デイサービス事業

未就学児向けの「児童発達⽀援」と、小・中・高校
在学障がい児向けの「放課後等デイサービス」を提
供することで、児童の発達を促進し、⽇常⽣活能⼒
や知識技能の向上に資する。

平成３３年度供⽤開始
に向けて、運営方法を
検討する。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

笑顔
ＰＪ

施策事業Ｎｏ ②-５ ―
これまでの効果事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況

― ― ― 事業費

ローリ
ング前

⼾籍保険グループ

事業費 事業費 6,340250204 3年間の事業費 事業費

【既存建物改修　400】
【送迎用車両購入　3,287】
【運動器具他備品購入　2,476】

会計名称 一般会計
ローリ
ング後笑顔

ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

事業費 事業費
個別計画

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 事業費 ―
児童発達⽀援・放課後等
デイサービス整備事業

未就学児向けの「児童発達⽀援」機能と、小・中・
高校在学障がい児向けの「放課後等デイサービス」
機能を併せ持つ多機能型事業所を整備する。

平成３３年度に休眠と
なる予定の施設を小規
模改造し、その年度か
ら供⽤開始できるよう
目指す。

今後の方向性
施策事業Ｎｏ ②-４ ― ―

予算の妥当性

―

―
予算の妥当性

―
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90基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
５．障がい者（児）福祉の推進 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円110364 事業費 4,289 事業費 4,300 事業費

福祉グループ 3,650 3,650 3,650
250301 3年間の事業費 10,950

ローリ
ング前

4,289

3,650 事業費 3,650
【委託料　4,289】 【委託料　4,300】 【委託料　4,289】

障がい者相談⽀援事業
障がい者福祉サービスを利⽤する際の利⽤調整を⾏
うとともに、個別のサービス利⽤計画を作成する事
業。

平成２８年度から町内
事業所の開設により、
障害者福祉サービスの
利⽤調整を実施してい
る。
事業者への運営⽀援を
継続する必要がある。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

【委託料　3,650】

個別計画
― ― ― 事業費 3,650 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

【委託料　3,650】 【委託料　3,650】

【委託料　3,650】 ☆☆☆
これまでの効果

決算額 3,666 事業費 3,650 継続 維持

☆☆
予算の妥当性

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ③-１ 【委託料　3,666】
※町直営事業を民間委託化
新規計画作成38件　継続支援57件



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
５．障がい者（児）福祉の推進 （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円110309 事業費 10,336 事業費 10,603 事業費

福祉グループ 10,336 10,603 10,384
250402 3年間の事業費 31,323

ローリ
ング前

10,384

事業費 10,384事業費 10,336 事業費 10,603

指定管理委託料　10,084　　　修繕　300

決算額 8,830 事業費 12,855 継続

指定管理委託料　10,036　　　修繕　300 指定管理委託料　10,303　　　修繕　300 指定管理委託料　10,084　　　修繕　300

維持

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

指定管理委託料　10,036　　　修繕　300 指定管理委託料　10,303　　　修繕　300

障がい者福祉施設運営
事業

障がい者福祉センター（ちあふる）の管理運営⇒指
定管理

利⽤者は増加傾向であ
り、町内でのサービス
提供が可能となり、定
着しつつある。
障がい者の居住・⽇中
活動に対する⽀援を継
続する。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

施策事業Ｎｏ ④-２ 指定管理委託料　8,539　　修繕　292
入所者９人、通所者26人、短期入所登録者
17人

指定管理委託料　10,318　　　修繕　300
身体障がい者システム2,237

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

110362 事業費 783 事業費 783 事業費

☆☆

福祉グループ 783 783 783
250401 3年間の事業費 2,349

ローリ
ング前

783

783 事業費 783
職親への報償費　732 職親への報償費　732 職親への報償費　732

障がい者福祉職親事業
在宅の障がい者に対し、職業訓練を実施することに
より社会適応を目指し、地域における企業の障がい
者雇⽤、在宅障がい者の就労の社会的自⽴⽀援のあ
り方を検討する。

平成２７年度から２８
年度にかけて、利⽤者
が増加した。
⾝近な事業所での職業
訓練に対する⽀援とし
て継続する。

今後の方向性

会計名称 一般会計
ローリ
ング後

職親への報償費　732

個別計画
― ― ― 事業費 783 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

職親への報償費　732 職親への報償費　732

職親への報償費　570 ☆☆☆
これまでの効果

決算額 475 事業費 638 継続

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ④-１ 職親への報償費　424
５事業所、訓練者８人、食器片付け、清掃等
４時間未満490回、４時間以上６回

予算の妥当性

91



92基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
６．社会保障の充実 （施策①）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

☆☆
予算の妥当性

維持

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ①-１ 国保会計
賦課徴収費　935
現年分収納率99％

国保会計
賦課徴収費　921

☆☆☆
これまでの効果

決算額 872 事業費 922 継続

☆☆
予算の妥当性

維持
国⺠健康保険税賦課徴
収事業

国⺠健康保険税賦課徴収に関する事務費 年々滞納率は減少して
いる。今後もきめ細や
かな対応で、収納率の
増加を目指していく。

今後の方向性

会計名称 国保会計
ローリ
ング後

国保会計
賦課徴収費　923

個別計画
― ― ― 事業費 923 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

国保会計
賦課徴収費　925

国保会計
賦課徴収費　953

⼾籍保険グループ 921 923 925
260101 3年間の事業費 2,769

ローリ
ング前

国保会計
賦課徴収費　925

国保会計
賦課徴収費　953

953

925 事業費 938
国保会計
賦課徴収費　923

施策事業Ｎｏ ①-２ 国保会計
レセプト点検員1,978､協同電算処理手数料
1,065､システム改修1,800

国保会計
レセプト点検員1,978､協同電算処理手数料
1,078､システム改修5,000

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

20103 事業費 923 事業費 925 事業費

会計名称 国保会計
ローリ
ング後

国保会計
レセプト点検員　1,978
協同電算処理手数料　1,078

国保会計
レセプト点検員　1,978
協同電算処理手数料　1,078

国⺠健康保険総務⼀般
事務費

国⺠健康保険事業に関する⼀般管理事業 H30年度から国保制度
が都道府県化になり、
事務事業の⾒直しを
図っていく必要があ
る。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

国保会計
レセプト点検員　1,978
協同電算処理手数料　1,078

決算額 5,800 事業費 7,487 継続

国保会計
レセプト点検員　1,978
協同電算処理手数料　1,078

国保会計
レセプト点検員　1,978
協同電算処理手数料　1,078

国保会計
レセプト点検員　1,978
協同電算処理手数料　1,078

20101 事業費 4,263 事業費 4,017 事業費

⼾籍保険グループ 9,126 4,263 4,127
260102 3年間の事業費 17,516

ローリ
ング前

4,164

事業費 4,164事業費 4,263 事業費 4,017



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
６．社会保障の充実 （施策②）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 28
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 28
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ②-１ 市町村負担分
1/12　114,463

市町村負担分
1/12　114,658

☆☆☆
これまでの効果

決算額 97,631 事業費 106,050 継続

☆☆
予算の妥当性

維持後期⾼齢者療養給付費
後期⾼齢者医療費に係る公費負担⾦ H29.3月末被保数は

1,372人で、人数はゆる
やかに増加している。
医療費は年々伸びてい
るので、抑制の広報を
どのように⾏っていく
べきか検討が必要。

今後の方向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

市町村負担分
1/12　114,978

個別計画
― ― ― 事業費 114,978 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

市町村負担分
1/12　115,310

市町村負担分
1/12　115,550

⼾籍保険グループ 114,978 115,310 115,550
260201 3年間の事業費 345,838

ローリ
ング前

市町村負担分
1/12　114,978

市町村負担分
1/12　115,310

市町村負担分
1/12　115,550

115,550

115,310 事業費 115,550

施策事業Ｎｏ ②-２ 後期会計
後期高齢者医療事務費　265

後期会計
後期高齢者医療事務費　284

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

110301 事業費 114,978 事業費 115,310 事業費

☆☆

会計名称 後期会計
ローリ
ング後

後期会計
後期高齢者医療事務費　284

後期会計
後期高齢者医療事務費　291

後期⾼齢者医療総務⼀
般事務費

後期⾼齢者医療に係る⼀般事務経費
 ・後期⾼齢者医療各種証の発⾏にかかる経費
 ・後期⾼齢者医療制度の周知にかかる経費

H29.3月末被保数1,372
人で、人数はゆるやか
に増加している。
制度改変期のため、制
度周知を随時おこなっ
ていく。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

後期会計
後期高齢者医療事務費　291

決算額 248 事業費 284 継続 維持

41101 事業費 事業費 事業費

⼾籍保険グループ 284 288 291
260202 3年間の事業費 863

ローリ
ング前

事業費 291事業費 284 事業費 288

施策事業Ｎｏ ②-３ 後期会計
後期保険料徴収費用　591

後期会計
後期保険料徴収費用　591

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

決算額 522 事業費 554
後期⾼齢者医療保険料
徴収事業

後期⾼齢者医療の保険料徴収に係る経費 失念による納付忘れが
多いため、きめ細やか
に対応し、収納率100％
を維持できるようにし
ていく。

今後の方向性

会計名称 後期会計
ローリ
ング後

後期会計
後期保険料徴収費用　591

後期会計
後期保険料徴収費用　602

後期会計
後期保険料徴収費用　602

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

616 事業費 616 事業費 616
個別計画

― ― ― 事業費

ローリ
ング前

⼾籍保険グループ 616 616
事業費 事業費

616
260203 3年間の事業費 1,848 41102 事業費

予算の妥当性

☆☆
予算の妥当性

維持継続

93



94基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
６．社会保障の充実 （施策③）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ③-１ 介護保険利用者負担減免措置事業補助金 介護保険利用者負担減免措置事業補助金 ☆☆☆
これまでの効果

決算額 10,839 事業費 11,738 継続

☆☆
予算の妥当性

維持
介護保険利⽤者負担減
免措置事業補助⾦

介護保険の円滑な実施のための特別対策として、低所
得者（町⺠税非課税世帯に属する方）に対し「社会福
祉法人等による介護保険サービスに係る利⽤者負担額
減免措置事業」を実施する。

低所得者（町⺠税非課
税世帯に属する方）に
対する減免措置による
負担軽減を図った。

今後の方向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

介護保険利用者負担減免措置事業補助金

個別計画
― ― ― 事業費 12,278 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

介護保険利用者負担減免措置事業補助金 介護保険利用者負担減免措置事業補助金

健康介護グループ 12,278 12,485 13,561
260301 3年間の事業費 38,324

ローリ
ング前

介護保険利用者負担減免措置事業補助金 介護保険利用者負担減免措置事業補助金 介護保険利用者負担減免措置事業補助金

13,561

12,485 事業費 13,561

施策事業Ｎｏ ③-２ 介護保険
保険料徴収費用　437千円

介護保険
保険料徴収費用　471

☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10388 事業費 12,278 事業費 12,485 事業費

☆☆

会計名称 介護会計
ローリ
ング後

介護保険
保険料徴収費用　472

介護保険
保険料徴収費用　477

介護保険料賦課徴収事
業

第１号被保険者に係る介護保険料の賦課徴収事業 介護保険料の賦課徴収
事務を適正に実施し、
介護保険特別会計の健
全運営が図られた。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

介護保険
保険料徴収費用　481

決算額 436 事業費 429 継続

介護保険
保険料徴収費用　477

介護保険
保険料徴収費用　481

維持

50102 事業費 472 事業費 477 事業費

健康介護グループ 472 477 481
260302 3年間の事業費 1,430

ローリ
ング前

481

事業費 481事業費 472 事業費 477
介護保険
保険料徴収費用　472

予算の妥当性



基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
６．社会保障の充実 （施策④）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ④-１ 国民年金事務費（第1号法定受託事務） 国民年金事務費（第1号法定受託事務） ☆☆☆
これまでの効果

決算額 20 事業費 61 継続

☆☆
予算の妥当性

維持国⺠年⾦事業
国⺠年⾦法に基づき、各種年⾦の給付・諸⼿続き、
年⾦相談を⾏う。

国の制度改正に適切に
対応した窓口業務、ｼｽﾃ
ﾑの維持更新を⾏ってい
る。

今後の方向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

国民年金事務費（第1号法定受託事務）、
年金生活者支援給付金648千円

個別計画
― ― ― 事業費 311 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

国民年金事務費（第1号法定受託事務） 国民年金事務費（第1号法定受託事務）

⼾籍保険グループ 311 62 62
260401 3年間の事業費 435

ローリ
ング前

国民年金事務費（第1号法定受託事務） 国民年金事務費（第1号法定受託事務） 国民年金事務費（第1号法定受託事務）

67

62 事業費 62

施策事業Ｎｏ ④-２ 高齢者福祉給付費　120 高齢者福祉給付費　120 ☆☆☆
事  業  名

事 業 概 要（３年間の概要）
これまでの成果と

今後の課題
前年度決算 本年度予算 進⾏状況 これまでの効果

10366 事業費 66 事業費 67 事業費

☆☆

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

高齢者福祉給付費　120 高齢者福祉給付費　120

外国人⾼齢者・障がい者
福祉給付⾦⽀給事業

国⺠年⾦制度上、無年⾦にならざるを得なかつた在
日外国人⾼齢者・障がい者を⽀援し、福祉の向上を
図る。（⽀給額 ⾼齢者 月額10,000円、障がい
者 月額25,000円）

北海道の制度に基づき
１名の方に⽀給継続し
ている。
今後も継続が必要であ
る。

今後の方向性

個別計画
― ― ―

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

高齢者福祉給付費　120

決算額 120 事業費 120 継続 維持

10308 事業費 120 事業費 120 事業費

福祉グループ 120 120 120
260402 3年間の事業費 360

ローリ
ング前

高齢者福祉給付費　120 高齢者福祉給付費　120 高齢者福祉給付費　120

120

事業費 120事業費 120 事業費 120

予算の妥当性

95



96基本目標 第2章 あたたかさ あふれる 福祉のまちづくり
６．社会保障の充実 （施策⑤）

（平成 28 年度） （平成 29 年度）

千円 千円

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

事業期間 28 〜 37
千円 千円 千円

実施年度 30 年度 31 年度 32 年度
所管課 福祉課 事業費

総計CD 千円 予算CD 千円 千円 千円

事  業  名
事 業 概 要（３年間の概要）

これまでの成果と
今後の課題

前年度決算 本年度予算 進⾏状況

施策事業Ｎｏ ⑤-１ （事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる） ☆☆☆
これまでの効果

決算額 事業費 継続

☆☆
予算の妥当性

維持社会福祉事務費
生活保護に関する相談及び生活⽀援に関する情報提
供

北海道が⽀給する生活
保護費の各種事務を実
施している。

今後の方向性

会計名称 ⼀般会計
ローリ
ング後

（事業費は主に職員給与費となる）

個別計画
― ― ― 事業費 事業費

笑顔
ＰＪ

人づくりＰＬ 賑いづくりＰＬ 暮らしづくりＰＬ

（事業費は主に職員給与費となる） （事業費は主に職員給与費となる）

福祉グループ
260501 3年間の事業費

ローリ
ング前

事業費
(事業費は主に職員給与費となる) (事業費は主に職員給与費となる) (事業費は主に職員給与費となる)

事業費 事業費 事業費


